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分ぶ
ん

門も
ん

纂さ
ん

類る
い

唐と
う

宋そ
う

時じ

賢け
ん

千せ
ん

家か

詩し

選せ
ん

は
、
南
宋
の
終
わ
り
か
ら
元
の
初

め
の
頃
（
宋
末
元
初
）
に
成
立
し
た
漢
詩
選
集
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
い
か
に
も
長
た
ら
し
い
書
名
か
ら
説
明
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
同
書
は
、
唐
代
お
よ
び
宋
代
の
詩
（
主
に
五
言
と
七
言
の
絶
句
・
律

詩
で
あ
る
が
、
古
詩
や
六
言
な
ど
若
干
の
例
外
も
あ
る
）
を
各
種
の
テ
ー

マ
別
に

○
○
門

と
分
類
し
（
分
門
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
同

類
の
詩
を
集
め
（
纂
類
）、
更
に
そ
れ
ら
を
作
者
の
時
代
に
よ
っ
て

唐

賢

宋
賢

時
賢

の
三
つ
に
分
類
し
て
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

唐
賢

は
唐
代
の
詩
人
た
ち
、
宋
賢

は
北
宋
の
詩
人
た
ち
、
そ
し
て

時
賢

は
撰
者
と
同
時
代
の
南
宋
の
詩
人
た
ち
を
さ
す
（
唐
宋
時
賢
）。

千
家

は
も
と
よ
り
実
数
で
は
な
く
、
数
多
く
の
詩
人
の
詩
を
集
め

た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
さ
に
読
ん
で
字
の
ご
と
く
の
書
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名
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

同
書
は
、
一
般
に
南
宋
後
期
の

江
湖
派

の
重
要
詩
人
で
あ
る
劉
り
ゅ
う

克こ
く

荘そ
う

（
一
一
八
七
〜
一
二
六
九
。
字
は
潜
夫
、
号
は
後
村
）
の
撰
と
さ

れ
、
後こ
う

村そ
ん

千せ
ん

家か

詩し

の
通
称
で
知
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
出
版

者
が
勝
手
に
当
時
の
代
表
的
な
文
人
で
あ
る
劉
克
荘
の
名
を
冠
し
た
可
能

性
が
高
い
。
明
代
に
出
た

唐
詩
選

が
李り

攀は
ん

龍り
ょ
う

の
名
を
冠
す
る
の

と
、
事
情
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は

後
村
千
家

詩

の
通
称
を
用
い
ず
、
本
来
の
書
名
の
冒
頭
の
二
字
を
と
っ
て

分

門

と
略
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ち
な
み
に
日
本
で
は
、
分
門

は

十
四
世
紀
の
南
北
朝
の
頃
に
伝
来
し
、
五
山
の
僧
侶
た
ち
の
間
で
流
行

し
、
虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん

（
？
〜
一
三
四
六
）
に
よ
る
注
釈
書
も
書
か
れ
て
い（
）る。

　

さ
て
、
分
門

は
一
般
に

千
家
詩
（
通
称

謝
枋
得
千
家
詩
）

の
源
流
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
佐
藤
保
氏
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
テ
キ
ス
ト

漢
詩
を
よ
む　

中
国
の
く
ら
し
の
う
た
（
春
〜
夏
）
（
二

〇
一
三
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

千
家
詩

は
、
南
宋
の
劉
克
荘
編

分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩

選

二
十
二
巻
が
原
本
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
各
種
の
テ
キ

ス
ト
が
編
ま
れ
、
現
在
の
通
行
本

千
家
詩

は
唐
・
宋
詩
の
著
名
な

作
品
二
百
二
十
首
あ
ま
り
を
、
五
言
絶
句
・
五
言
律
詩
・
七
言
絶
句
・

七
言
律
詩
に
分
け
て
収
録
す
る
。
本
書
は
清
朝
初
期
に
作
ら
れ
た

唐

詩
三
百
首

と
と
も
に
、
初
心
者
向
け
の
詩
の
書
物
と
し
て
多
く
の
注

釈
書
が
存
在
し
、
現
在
で
も
読
み
続
け
ら
れ
て
い（
）る。

　

こ
う
し
た
通
説
の
通
り
、
分
門

は
果
た
し
て

千
家
詩

の
源
流

と
言
い
得
る
も
の
な
の
か
否
か
。
本
稿
で
は
、
そ
の
こ
と
を
検
証
す
る
べ

く
、
千
家
詩

所
収
の
作
品
の
ど
れ
だ
け
が

分
門

に
収
録
さ
れ
て

い
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し

千
家
詩

の
収
録
作
品

す
べ
て
（
七
言
絶
句
九
十
四
首
、
七
言
律
詩
四
十
八
首
、
五
言
絶
句
三
十

九
首
、
五
言
律
詩
四
十
五
首
）
を
一
度
に
確
認
す
る
の
は
大
変
な
の
で
、

ひ
と
ま
ず
詩
形
を
七
言
絶
句
に
限
定
し
、
そ
の

分
門

に
お
け
る
収
録

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

本
稿
に
お
け
る

分
門

は
、
李
更
・
陳
新

分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千

家
詩
選
校
證
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
。
以
下
、
校
證

と
略

称
）
を
底
本
と
す（
）る。

そ
の
上
で
、
必
要
に
応
じ
劉
玉
才
・
住
吉
朋
彦

合
璧
影
印
中
日
分
蔵
珍
本
・
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
（
北
京
大

学
出
版
社
、
二
〇
一
四
。
以
下
、
合
璧

と
略
称
）
を
参
照
し
た
。
同

書
は
中
国
の
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
の
元
代
刊
本
と
日
本
の
慶
應
義
塾
大

学
斯
道
文
庫
所
蔵
の
元
代
刊
本
を
あ
わ
せ
た
貴
重
な
影
印
本
で
あ
る
。

　

千
家
詩

に
は
各
種
の
版
本
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
同
書
の
原
型
に

近
い
古
い
テ
キ
ス
ト
と
し
て

白
話
注
解
千
家
詩
（
奥
付
は

千
家
詩

注
解
。
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
影
印
、
揚
州
古
籍
書
店
発
行
、
一
九
九

一
。
以
下

注
解

と
略
称
）
を
基
礎
と
し
た
。

　

本
稿
は
、
ま
ず

分
門

所
収
の

千
家
詩

七
言
絶
句
を

分
門

の
収
録
順
に
配
列
し
、
同
書
の
表
記
通
り
に
掲
載
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
に

以
下
を
付
記
し
た
。
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【
詩
題
】
詩
題
に
つ
い
て
、
分
門

と

注
解

お
よ
び

全
唐
詩

全
宋
詩

の
間
の
異
同
を
記
し
た
。

　
【
作
者
】
作
者
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
、
分
門

と

注
解

お
よ
び

全
唐
詩

全
宋
詩

の
間
の
異
同
を
記
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
作

者
の
真
偽
の
問
題
に
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。

　
【
詩
句
】
詩
句
の
表
記
に
つ
い
て
、
分
門

と

注
解

お
よ
び

全

唐
詩

全
宋
詩

の
間
の
異
同
を
記
し
た
。
異
同
の
あ
る
箇
所
は
ゴ

シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

　
【
大
意
】
詩
の
大
意
を
記
し
た
。
た
だ
し
、
細
部
の
異
同
な
ど
の
事
情

に
よ
り
、
適
当
に
表
現
を
ぼ
か
し
た
場
合
が
あ
る
。

　

こ
の
他
、
以
下
の
点
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　

一
、
校
證

は
版
本
の
問
題
に
よ
り
、
分
門

を
第
一
、
第
二
、
第

三
の
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
掲
載
し
て
い
る
。
本
稿
は
こ
の
区
分
を

踏
襲
す
る
。

　

一
、
分
門

の
原
書
は
同
じ
詩
題
が
続
く
場
合
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て

又

と
略
記
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
す
べ
て
本
来
の
詩
題
に
修

正
し
た
。

　

一
、
分
門

の
原
書
に

唐
賢

宋
賢

時
賢

の
表
示
が
抜
け

て
い
る
場
合
は
、（　

）
に
入
れ
て
補
っ
た
。

　

一
、
分
門

と
い
う
書
物
の
概
要
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
千
家

詩

の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
巻
に
つ
い
て
も
、
そ
の
門
名
と
概

要
を
記
し
た
。
た
だ
し
各
門
の
細
目
は
割
愛
し
た
。

　　

分
門

の
最
も
主
要
な
部
分
。
最
初
は
こ
れ
だ
け
で
出
版
さ
れ
、
そ

の
後
徐
々
に
続
編
が
刊
行
さ
れ
て
行
っ
た
と
推
測
さ
れ（
）る。

合
璧

は

巻
十
六
と
巻
十
七
の
み
失
収
。

　
　

季
節
の
詩

　

主
な
細
目
は

春
。
賈
島
、
杜
甫
、
韓
愈
、
王
令
、
曹
豳
、
楊
万
里

の
詩
が
見
え
る
。

〔
唐
賢
〕
三
月
三
十
日　
　

賈か

島と
う

三
月
正
当
三
十
日　
　

三
月　

正
に
三
十
日
に
当
た
り

風
光
別
我
苦
吟
身　
　

風
光　

我
が
苦
吟
の
身
に
別
る

共
君
今
夜
不
須
睡　
　

君
と
共
に　

今
夜　

睡ね
む

る
を
須も
ち

い
ざ
ら
ん

未
到
暁
鐘
猶
是
春　
　

未
だ
暁
鐘
に
到い
た

ら
ざ
れ
ば　

猶
お
是
れ
春
な
り

【
詩
題
】
注
解

三
月
晦
日
送
春
。
全
唐
詩

三
月
晦
日
贈
劉
評
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事
。

【
作
者
】
賈
島
、
字あ
ざ
な

は
浪ろ
う

仙せ
ん

。
中
唐
の
詩
人
。
後
出
の
韓
愈
の
弟
子
で
、

推
敲

と

苦
吟

で
知
ら
れ
る
。

【
大
意
】
春
の
最
後
の
日
の
感
慨
を
う
た
う
。
今
日
は
春
の
終
わ
り
の
三

月
三
十
日
。
春
は
苦
吟
す
る
私
に
別
れ
を
告
げ
て
去
り
ゆ
こ
う
と
し
て
い

る
。
あ
な
た
と
一
緒
に
、
今
夜
は
眠
ら
ず
に
過
ご
す
こ
と
に
し
よ
う
。
明

け
方
の
鐘
が
鳴
ら
な
い
う
ち
は
、
ま
だ
春
な
の
だ
か
ら
。

〔
唐
賢
〕
春
暮　
　
　

杜と

甫ほ

腸
断
春
江
欲
尽
頭　
　

腸
断
す　

春
江　

尽
き
ん
と
欲
す
る
頭

ほ
と
り

杖
藜
徐
歩
立
芳
洲　
　

杖じ
ょ
う

藜れ
い　

徐お
も
む

ろ
に
歩
み　

芳ほ
う

洲し
ゅ
う

に
立
つ

顛
狂
柳
絮
随
風
去　
　

顛て
ん

狂き
ょ
う

な
る
柳り
ゅ
う

絮じ
ょ　

風
に
随し
た
が

い
て
去
り

軽
薄
桃
花
逐
水
流　
　

軽け
い

薄は
く

な
る
桃と
う

花か　

水
を
逐お

い
て
流
る

【
詩
題
】
注
解

慢マ
マ

興
。
全
唐
詩

絶
句
漫
興
九
首

其
五
。

【
作
者
】
杜
甫
、
字
は
子し

美び

。
盛
唐
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
詩
句
】
第
三
句

去
、
注
解

舞
。

【
大
意
】
春
の
終
わ
り
の
情
景
を
う
た
う
。
春
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
川
の

ほ
と
り
、
は
ら
わ
た
も
断
ち
切
れ
そ
う
な
思
い
。
ア
カ
ザ
の
杖
を
つ
い
て

ゆ
っ
く
り
と
歩
き
、
川
の
中
洲
に
立
っ
て
み
れ
ば
、
物
狂
お
し
い
柳
絮
は

風
に
吹
か
れ
て
飛
び
去
り
、
軽
は
ず
み
な
桃
の
花
び
ら
は
川
の
水
に
乗
っ

て
流
れ
て
行
く
。

〔
唐
賢
〕
春
暮　
　
　

韓
昌
黎

草
木
知
春
不
久
帰　
　

草
木　

春
の
久
し
か
ら
ず
し
て
帰
る
を
知
り

百
般
紅
紫
闘
芳
菲　
　

百
般
の
紅
紫　

芳
菲
を
闘
わ
す

楊
花
楡
莢
無
才
思　
　

楊よ
う

花か　

楡ゆ

莢き
ょ
う　

才
思
無
く

惟
解
漫
天
作
雪
飛　
　

惟
だ
解よ

く
漫
天
に
雪
と
作な

り
て
飛
ぶ
の
み

【
詩
題
】
注
解

晩
春
。
全
唐
詩

遊
城
南
十
六
首

其
三

晩

春
。

【
作
者
】
韓か
ん

愈ゆ

、
字
は
退た
い

之し

、
通
称
は
昌し
ょ
う

黎れ
い

先
生
。
中
唐
の
代
表
的
な
詩

人
。

【
詩
句
】
第
一
句

木
、
全
唐
詩

樹
。

【
大
意
】
春
の
終
わ
り
の
情
景
を
う
た
う
。
草
や
木
は
春
が
遠
か
ら
ず

帰
っ
て
行
く
こ
と
を
知
り
、
今
の
う
ち
に
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
に
咲
き
誇

り
、
か
ぐ
わ
し
さ
を
競
い
合
っ
て
い
る
。
た
だ
柳
絮
と
ニ
レ
の
さ
や
だ
け

は
こ
れ
と
い
っ
た
才
能
も
な
く
、
空
一
面
に
白
い
雪
の
よ
う
に
舞
う
こ
と

が
で
き
る
だ
け
。

〔
宋
賢
〕
春
暮　
　
　

王
逢
原

三
月
残
花
落
更
開　
　

三
月　

残
花　

落
ち
て
更
に
開
き

小
簷
日
日
燕
飛
来　
　

小し
ょ
う

簷え
ん　

日
日　

燕　

飛
び
来
た
る

子
規
夜
半
猶
啼
血　
　

子し

規き　

夜
半　

猶
お
啼な

き
て
血
を
は
く
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不
信
東
風
喚
不
回　
　

信
ぜ
ず　

東
風　

喚よ

ぶ
と
も
回か

え

ら
ざ
る
を

【
詩
題
】
注
解

送
春
。
全
宋
詩

春
晩
二
首

其
二
。

【
作
者
】
王お
う

令れ
い

、
字
は
逢ほ
う

原げ
ん

。
北
宋
の
詩
人
。
後
出
の
王
安
石
の
知
遇
を

得
る
が
、
若
く
し
て
世
を
去
っ
た
。

【
詩
句
】
第
三
句

夜
半
、
注
解

半
夜
。

【
大
意
】
春
の
終
わ
り
の
情
景
を
う
た
う
。
春
の
終
わ
り
の
三
月
、
花
は

散
り
落
ち
て
は
ま
た
開
き
、
さ
さ
や
か
な
我
が
家
の
軒
先
に
は
毎
日
ツ
バ

メ
が
飛
ん
で
く
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
真
夜
中
に
血
を
吐
く
よ
う
な
声
で
泣

き
叫
び
、
春
は
呼
ん
で
も
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
を
信
じ
て
い
な
い
か
の
よ

う
だ
。

〔
時
賢
〕
春
暮　
　
　

曹そ
う

豳ひ
ん

門
外
無
人
問
落
花　
　

門
外　

人
の
落
花
を
問
う
無
く

緑
陰
冉
冉
遍
天
涯　
　

緑り
ょ
く

陰い
ん　

冉ぜ
ん

冉ぜ
ん

と
し
て
天て

ん

涯が
い

に
遍あ

ま
ね

し

林
鶯
啼
到
無
声
処　
　

林り
ん

鶯お
う　

啼
き
て
声
無
き
に
到
る
処と

き

青
草
池
辺
独
聴
蛙　
　

青
草
の
池
辺
に　

独ひ
と

り
蛙
を
聴
く

【
詩
題
】
注
解

全
宋
詩

春
暮
。

【
作
者
】
曹
豳
、
字
は
西せ
い

士し

、
号
は
東と
う

畎け
ん

。
南
宋
の
詩
人
。

【
詩
句
】
第
四
句

辺
、
注
解

塘
。

【
大
意
】
春
の
終
わ
り
の
情
景
を
う
た
う
。
家
の
門
の
外
に
は
散
り
落
ち

た
花
の
消
息
を
た
ず
ね
る
人
も
な
く
、
緑
の
木
陰
は
天
の
果
て
ま
で
も
続

い
て
い
る
。
林
の
中
の
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
、
青
い

草
の
茂
る
池
の
ほ
と
り
で
、
た
だ
一
人
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
を
聴
い
て
い

る
。

〔
時
賢
〕
傷
春　
　

春
を
傷い

た

む　
　

楊
誠
斎

準
擬
今
春
楽
事
醲　
　

準じ
ゅ
ん

擬ぎ

す　

今
春　

楽
事
の
醲こ

き
を

依
然
枉
却
一
東
風　
　

依
然
と
し
て
枉お

う

却き
ゃ
く

す　

一
東
風

年
年
不
帯
看
花
眼　
　

年
年　

帯
び
ず　

花
を
看み

る
の
眼

不
是
愁
中
即
病
中　
　

是
れ
愁
中
な
ら
ず
ん
ば　

即
ち
病
中

【
詩
題
】
注
解

傷
春
。
全
宋
詩

暁
登
万
花
川
谷
看
海
棠
二
首

其
二
。

【
作
者
】
楊よ

う

万ば
ん

里り

、
字
は
廷て

い

秀し
ゅ
う

、
号
は
誠せ

い

斎さ
い

。
南
宋
の
代
表
的
な
詩
人
。

注
解

楊
簡
。

【
詩
句
】
第
一
句

醲
、
注
解

濃
。
第
二
句

然
、
全
宋
詩

前
。
第
三
句

眼
、
全
宋
詩

福
。

【
大
意
】
過
ぎ
行
く
春
を
惜
し
む
心
情
を
う
た
う
。
今
年
の
春
は
楽
し
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
い
つ
も
と
同
じ
よ

う
に
春
の
楽
し
み
を
ま
る
ご
と
無
駄
に
し
て
し
ま
っ
た
。
毎
年
毎
年
花
を

見
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
愁
い
に
沈
ん
で
い
る
の
で
な
け
れ

ば
、
病
の
中
だ
か
ら
で
あ
る
。
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季
節
の
詩

　

主
な
細
目
は

夏

秋

冬
。
こ
の
う
ち

夏

に
杜
甫
、
高

駢
、
黄
庭
堅
、
朱
淑
真
、
楊
万
里
、
戴
復
古
の
詩
が
見
え
、
秋

に
杜

牧
、
劉
翰
の
詩
が
見
え
る
。

〔
唐
賢
〕
夏　
　
　
　

杜
甫

糝
径
楊
花
鋪
白
氈　
　

径
に
糝さ

ん

す
る
楊よ

う

花か　

白は
く

氈せ
ん

を
鋪し

き

点
渓
荷
葉
畳
青
銭　
　

渓
に
点
ず
る
荷か

葉よ
う　

青せ
い

銭せ
ん

を
畳か
さ

ぬ

竹
根
稚
子
無
人
見　
　

竹ち
く

根こ
ん

の
稚ち

子し　

人
の
見
る
無
く

沙
上
鳧
雛
傍
母
眠　
　

沙さ

上じ
ょ
う

の
鳧ふ

雛す
う　

母
に
傍そ

い
て
眠
る

【
詩
題
】
注
解

漫
興
。
全
唐
詩

絶
句
漫
興
九
首

其
七
。

【
作
者
】
杜
甫
は
既
出
。
盛
唐
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
詩
句
】
第
三
句

竹
、
注
解

笋
。
全
唐
詩

筍
。

【
大
意
】
谷
川
の
ほ
と
り
の
情
景
。
小
道
に
散
り
落
ち
る
柳
絮
は
、
白
い

毛
氈
を
敷
い
た
か
の
よ
う
。
谷
川
に
点
々
と
し
て
い
る
ハ
ス
の
葉
は
、
青

い
銭
を
重
ね
た
か
の
よ
う
。
竹
の
根
元
の
タ
ケ
ノ
コ
は
人
に
見
つ
か
っ
て

お
ら
ず
、
砂
の
上
の
カ
モ
の
雛
は
、
母
鳥
に
寄
り
添
っ
て
眠
っ
て
い
る
。

〔
唐
賢
〕
夏　
　
　
　

高こ
う

駢べ
ん

緑
樹
陰
濃
夏
日
長　
　

緑
樹　

陰　

濃
く　

夏
日　

長
し

楼
台
倒
影
入
池
塘　
　

楼
台　

影
を
倒

さ
か
し
まに
し
て　

池
塘
に
入
る

水
晶
簾
動
微
風
起　
　

水
晶
の
簾　

動
き　

微
風　

起
こ
り

満
架
薔
薇
満
院
香　
　

満ま
ん

架か

の
薔し
ょ
う

薇び　

満
院
に
香
る

【
詩
題
】
注
解

山
居
夏
日
。
全
唐
詩

山
亭
夏
日
。

【
作
者
】
高
駢
、
字
は
千
里
。
晩
唐
の
詩
人
。

【
詩
句
】
第
三
句

晶
、
全
唐
詩

精
。
第
四
句

満
、
注
解

全
唐
詩

一
。

【
大
意
】
夏
の
情
趣
を
う
た
う
。
緑
の
木
々
は
影
も
濃
く
、
夏
の
日
は
長

い
。
楼
台
の
影
は
さ
か
さ
ま
に
な
っ
て
池
の
水
に
映
っ
て
い
る
。
か
す
か

な
風
が
吹
い
て
来
て
水
晶
の
簾
を
動
か
し
、
棚
い
っ
ぱ
い
の
バ
ラ
の
花
が

庭
い
っ
ぱ
い
に
香
り
を
放
つ
。

（〔
宋
賢
〕）
夏　
　
　

王マ

マ
荊
公

四
顧
山
光
接
水
光　
　

四し

顧こ

す
れ
ば　

山
光　

水
光
に
接
し

憑
欄
十
里

荷
香　
　

欄
に
憑よ

れ
ば　

十
里　

き

荷か　

香
る

清
風
明
月
無
人
管　
　

清
風　

明
月　

人
の
管
す
る
無
く

并
作
南
窓
一
味
涼　
　

并あ
わ

せ
て
作
す　

南な
ん

窓そ
う　

一
味
の
涼



（7）

愛知大学　言語と文化　No. 

216

【
詩
題
】
注
解

晩
楼
閑
坐
。
全
宋
詩

鄂
州
南
楼
書
事
四
首

其

一
。

【
作
者
】
分
門

は
王お
う

荊け
い

公こ
う

（
王
安
石
）
と
す
る
が
、
実
際
は
黄こ
う

庭て
い

堅け
ん

。

黄
庭
堅
、
字
は
魯ろ

直ち
ょ
く

、
号
は
山さ
ん

谷こ
く

。
北
宋
の
代
表
的
な
詩
人
。
蘇
軾
の

門
下
で
、
江
西
詩
派

の
開
祖
。

【
詩
句
】
第
四
句

并
、
全
宋
詩

併
。
窓
、
注
解

来
、

全
宋
詩

楼
。

【
大
意
】
楼
上
か
ら
の
眺
め
を
う
た
う
。
四
方
を
眺
め
渡
す
と
、
山
の
景

色
が
水
の
景
色
と
一
つ
に
連
な
り
、
欄
干
に
よ
り
か
か
る
と
、
十
里
四
方

か
ら
ヒ
シ
と
ハ
ス
の
香
り
が
た
だ
よ
っ
て
来
る
。
こ
の
清
風
と
明
月
は
誰

も
管
理
す
る
も
の
が
な
く
、
共
に
涼
味
を
演
出
し
て
い
る
。

（〔
宋
賢
〕）
夏　
　
　

朱し
ゅ

淑し
ゅ
く

真し
ん

竹
揺
清
影
罩
幽
窓　
　

竹　

清せ
い

影え
い

を
揺
ら
し　

幽ゆ
う

窓そ
う

を
罩こ

め

両
両
時
禽
噪
夕
陽　
　

両
両
た
る
時じ

禽き
ん　

夕せ
き

陽よ
う

に
噪さ

わ

ぐ

謝
却
海
棠
飛
尽
絮　
　

海か
い

棠ど
う

を
謝し

ゃ

却き
ゃ
く

し　

絮じ
ょ

を
飛
ば
し
尽
く
す

困
人
天
気
日
初
長　
　

人
を
困
ぜ
し
む
る
天
気　

日　

初
め
て
長
し

【
詩
題
】
注
解

即
景
。
全
宋
詩

清
昼
。

【
作
者
】
朱
淑
真
は
北
宋
末
〜
南
宋
初
の
女
性
詩
人
。
注
解

朱
淑
貞
。

【
大
意
】
け
だ
る
い
初
夏
の
情
趣
を
う
た
う
。
竹
の
影
は
奥
深
い
窓
を
覆

い
隠
し
、
つ
が
い
の
鳥
が
夕
陽
の
中
で
鳴
き
騒
い
で
い
る
。
海
棠
の
花
は

散
り
落
ち
、
柳
絮
は
飛
び
尽
く
し
た
。
眠
気
を
催
さ
せ
る
天
気
、
日
は
長

く
な
り
は
じ
め
た
ば
か
り
。

〔
時
賢
〕
初
夏　
　
　

趙マ

マ
信
庵

梅
子
留
酸
軟
歯
牙　
　

梅ば
い

子し　

酸
を
留
め　

歯し

牙が

を
軟
ら
か
に
す

芭
蕉
分
緑
映
窓
紗　
　

芭
蕉　

緑
を
分
か
ち　

窓
の
紗
に
映
ず

日
高
睡
起
無
情
思　
　

日　

高
く　

睡
り
よ
り
起
く
れ
ば　

情じ
ょ
う

思し

無
し

閑
看
児
童
捉
柳
花　
　

閑
に
看み

る　

児
童
の
柳り

ゅ
う

花か

を
捉と

ら

う
る
を

【
詩
題
】
注
解

初
夏
睡
起
。
全
宋
詩

閑
居
初
夏
午
睡
起
二
絶

句

其
一
。

【
作
者
】
分
門

は
趙ち
ょ
う

信し
ん

庵あ
ん

と
す
る
が
、
実
際
は
楊
万
里
。
楊
万
里
は

既
出
。
南
宋
の
代
表
的
な
詩
人
。
注
解

楊
簡
。

【
詩
句
】
第
一
句

留
、
注
解

流
。
軟
、
注
解

濺
。
第
二

句

映
、
注
解

上
、
全
宋
詩

与
。
第
三
句

高
、
注

解

全
宋
詩

長
。

【
大
意
】
初
夏
の
情
趣
を
う
た
う
。
梅
の
実
は
口
の
中
に
す
っ
ぱ
さ
を
残

し
、
歯
が
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
芭
蕉
の
葉
は
緑
の
色
を

窓
の
カ
ー
テ
ン
に
映
し
て
い
る
。
日
は
高
く
上
り
、
眠
り
か
ら
起
き
て
み

れ
ば
、
心
に
思
う
こ
と
は
何
も
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
柳
絮
を
つ
か
ま
え

よ
う
と
し
て
い
る
の
を
の
ん
び
り
と
眺
め
て
い
る
。
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〔
時
賢
〕
初
夏　
　
　

戴
石
屏

乳
鴨
池
塘
水
浅
深　
　

乳に
ゅ
う

鴨お
う

の
池ち

塘と
う　

水　

浅せ
ん

深し
ん

熟
梅
天
気
半
晴
陰　
　

熟じ
ゅ
く

梅ば
い

の
天
気　

晴せ
い

陰い
ん

を
半な
か

ば
す

東
園
載
酒
西
園
酔　
　

東
園
に
酒
を
載の

せ　

西
園
に
酔
い

摘
尽
枇
杷
一
樹
金　
　

摘
み
尽
く
す　

枇び

杷わ　

一
樹
の
金

【
詩
題
】
注
解

夏
日
。
全
宋
詩

初
夏
遊
張
園
。

【
作
者
】
戴た

い

復ふ
く

古こ

、
字
は
式し

き

之し

、
号
は
石せ

き

屏へ
い

。
南
宋
後
期
の

江
湖
派

の
代
表
的
な
詩
人
。
注
解

戴
復
古
。

【
詩
句
】
第
二
句

晴
陰
、
全
宋
詩

陰
晴
。

【
大
意
】
初
夏
、
友
人
の
庭
園
を
訪
れ
た
時
の
情
景
を
う
た
う
。
池
の
中

の
カ
モ
の
雛
た
ち
は
水
の
浅
い
深
い
な
ど
お
構
い
な
く
、
梅
が
熟
す
る
頃

の
天
気
は
、
半
ば
は
晴
れ
、
半
ば
は
曇
り
。
東
の
庭
で
酒
盛
り
を
し
、
西

の
庭
で
酔
い
し
れ
、
木
い
っ
ぱ
い
に
成
っ
て
い
る
黄
金
色
の
ビ
ワ
の
実

を
、
す
っ
か
り
摘
み
取
っ
て
し
ま
っ
た
。

（〔
唐
賢
〕）
秋　
　
　

杜と

牧ぼ
く

紅
燭
秋
光
冷
画
屏　
　

紅こ
う

燭し
ょ
く　

秋し
ゅ
う

光こ
う　

画が

屏へ
い

に
冷
や
や
か
な
り

軽
羅
小
扇
撲
流
螢　
　

軽け
い

羅ら

の
小し
ょ
う

扇せ
ん　

流り
ゅ
う

螢け
い

を
撲う

つ

天
階
夜
色
涼
如
水　
　

天て
ん

階か
い

の
夜や

色し
ょ
く　

涼
し
き
こ
と
水
の
如ご
と

し

臥
看
牽
牛
織
女
星　
　

臥ふ

し
て
看み

る　

牽け
ん

牛ぎ
ゅ
う

織し
ょ
く

女じ
ょ

の
星

【
詩
題
】
注
解

七
夕
。
全
唐
詩

秋
夕
。

【
作
者
】
杜
牧
、
字
は
牧ぼ

く

之し

。
晩
唐
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
詩
句
】
第
一
句

紅
、
注
解

銀
。
第
三
句

階
、
注
解

街
。
第
四
句

臥
、
全
唐
詩

坐
。

【
大
意
】
宮
女
の
悲
し
み
を
う
た
う
。
赤
い
ロ
ウ
ソ
ク
は
秋
の
光
を
と
も

し
、
絵
模
様
の
あ
る
屏
風
を
冷
た
く
照
ら
す
。
軽
い
薄
絹
の
団
扇
で
、
飛

ん
で
来
る
ホ
タ
ル
を
打
つ
し
ぐ
さ
を
し
て
み
る
。
夜
空
を
流
れ
る
天
の
川

は
、
水
の
よ
う
に
涼
し
げ
な
風
情
。
横
に
な
っ
て
、
牽
牛
と
織
女
の
星
を

眺
め
や
る
。

〔
時
賢
〕
秋　
　
　
　

劉
武
子

乳
鴉
啼
散
玉
屏
空　
　

乳に
ゅ
う

鴉あ　

啼な

き
散
じ　

玉ぎ
ょ
く

屏へ
い　

空む
な

し

一
枕
新
涼
一
扇
風　
　

一い
っ

枕ち
ん

の
新し
ん

涼り
ょ
う　

一い
っ

扇せ
ん

の
風

睡
起
秋
声
無
覓
処　
　

睡ね
む

り
よ
り
起
く
れ
ば　

秋し
ゅ
う

声せ
い　

覓も
と

む
る
処と

こ
ろ

無
く

満
街
梧
葉
月
明
中　
　

満ま
ん

街が
い

の
梧ご

葉よ
う　

月げ
つ

明め
い

の
中う

ち

【
詩
題
】
注
解

立
秋
。
全
宋
詩

立
秋
日
。

【
作
者
】
劉り
ゅ
う

翰か
ん

、
字
は
武ぶ

子し

。
南
宋
の
詩
人
。

【
詩
句
】
第
一
句

乳
、
全
宋
詩

乱
。
第
四
句

街
、
注
解

全
宋
詩

階
。
月
明
中
、
注
解

月
中
明
。

【
大
意
】
小
ガ
ラ
ス
た
ち
は
鳴
き
な
が
ら
ね
ぐ
ら
に
帰
り
、
美
し
い
屏
風

の
あ
た
り
は
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
る
。
枕
元
に
感
じ
る
新
秋
の
涼
し
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さ
、
一
吹
き
の
風
。
眠
り
か
ら
起
き
て
み
れ
ば
秋
の
物
音
は
さ
が
し
求
め

る
こ
と
も
で
き
ず
、
散
り
落
ち
た
梧
桐
の
葉
が
月
明
か
り
の
中
に
見
え
る

ば
か
り
。

　

　
　

節
日
の
詩

　

主
な
細
目
は

元
日

立
春

上
元

清
明
。
こ
の
う
ち

上

元

に
蘇
軾
の
詩
が
見
え
、
清
明

に
杜
牧
、
韓

、
王
禹

の
詩
が

見
え
る
。

〔
宋
賢
〕
侍
宴
御
楼　
　

御
楼
に
て
宴
に
侍
る　
　

蘇
東
坡

澹
月
疎
星
繞
建
章　
　

澹た
ん

月げ
つ　

疎そ

星せ
い　

建け
ん

章し
ょ
う

を
繞め
ぐ

る

仙
風
吹
下
御
炉
香　
　

仙せ
ん

風ぷ
う　

吹
き
下く
だ

り　

御ぎ
ょ

炉ろ　

香
る

侍
臣
鵠
立
通
明
殿　
　

侍じ

臣し
ん　

鵠こ
く

立り
つ

す　

通つ
う

明め
い

殿で
ん

一

紅
雲
捧
玉
皇　
　

一い
ち
だ

の
紅こ

う

雲う
ん　

玉ぎ
ょ
っ

皇こ
う

を
捧さ

さ

ぐ

【
詩
題
】
注
解

上
元
侍
晏マ
マ

。
全
宋
詩

上
元
侍
飲
楼
上
三
首
呈
同

列

其
一
。

【
作
者
】
蘇
軾
、
字
は
子し

瞻せ
ん

、
号
は
東と
う

坡ば

居
士
。
北
宋
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
詩
句
】
第
一
句

澹
、
注
解

淡
。

【
大
意
】
宮
中
の
宴
会
の
情
景
を
う
た
う
。
う
っ
す
ら
と
か
か
る
月
と
ま

ば
ら
な
星
が
建
章
宮
を
め
ぐ
っ
て
い
る
。
仙
界
か
ら
の
風
が
吹
き
下
り
、

香
炉
の
香
り
が
一
面
に
広
が
る
。
侍
臣
た
ち
は
水
鳥
の
よ
う
に
背
筋
を
伸

ば
し
て
通
明
殿
に
立
ち
並
び
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
ひ
と
か
た
ま
り
の
赤
い

雲
が
玉
皇
大
帝
を
乗
せ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

〔
唐
賢
〕
清
明　
　
　

杜
牧

清
明
時
節
雨
紛
紛　
　

清
明
の
時
節　

雨　

紛
紛

路
上
行
人
欲
断
魂　
　

路
上
の
行
人　

魂
を
断
た
ん
と
欲
す

借
問
酒
家
何
処
有　
　

借し
ゃ

問も
ん

す　

酒し
ゅ

家か　

何い
ず
こ処

に
か
有
る

牧
童
遥
指
杏
花
村　
　

牧ぼ
く

童ど
う　

遥
か
に
指
さ
す　

杏き
ょ
う

花か

村そ
ん

【
詩
題
】
注
解

清
明
。
全
唐
詩

失
収
。

【
作
者
】
杜
牧
は
既
出
。
晩
唐
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
大
意
】
清
明
節
の
感
慨
を
う
た
う
。
清
明
節
の
頃
は
雨
が
サ
ア
サ
ア
と

降
り
し
き
る
。
道
行
く
旅
人
は
、
心
細
さ
に
魂
も
消
え
入
り
そ
う
。
お
た

ず
ね
し
ま
す
、
飲
み
屋
は
ど
こ
で
す
か
。
牧
童
が
指
さ
し
た
の
は
、
は
る

か
遠
く
の
ア
ン
ズ
の
花
咲
く
村
里
。

〔
唐
賢
〕
寒
食　
　
　

韓か
ん
こ
う

春
城
無
処
不
飛
花　
　

春
城　

処と
こ
ろ

と
し
て
花
を
飛
ば
さ
ざ
る
無
く

寒
食
東
風
御
柳
斜　
　

寒
食　

東
風　

御ぎ
ょ

柳り
ゅ
う　

斜
め
な
り

日
暮
漢
宮
伝
蠟
燭　
　

日に
ち

暮ぼ　

漢か
ん

宮き
ゅ
う　

蠟ろ
う

燭そ
く

を
伝
え
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軽
煙
散
入
五
侯
家　
　

軽け
い

煙え
ん　

散
じ
て
入
る　

五
侯
の
家

【
詩
題
】
注
解

全
唐
詩

寒
食
。

【
作
者
】
韓

、
字
は
君
平
。
中
唐
の
詩
人
で
、
大
暦
十
才
子

の
一
人

に
数
え
ら
れ
る
。
注
解

韓か
ん

翊よ
く

。
合
璧

項
翊
。

【
大
意
】
寒
食
節
の
情
景
を
う
た
う
。
春
の
街
は
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
花

が
散
り
風
に
舞
う
。
寒
食
の
時
節
、
宮
城
の
柳
の
枝
は
春
風
に
吹
か
れ
て

斜
め
に
そ
よ
い
で
い
る
。
夕
暮
れ
、
漢
の
宮
殿
で
は
火
禁
明
け
の
火
を
と

も
し
た
ロ
ウ
ソ
ク
を
伝
え
、
う
っ
す
ら
と
し
た
煙
が
そ
れ
ぞ
れ
に
五
人
の

貴
人
の
屋
敷
に
入
っ
て
行
く
。

〔
宋
賢
〕
清
明　
　
　

王
元
之

無
花
無
酒
過
清
明　
　

花
も
無
く　

酒
も
無
く　

清
明
を
過
ご
し

興
味
蕭
然
似
野
僧　
　

興
味　

蕭
然
と
し
て
野や

僧そ
う

に
似
た
り

昨
日
隣
家
乞
新
火　
　

昨
日　

隣
家　

新
火
を
乞
う

暁
窓
分
与
読
書
灯　
　

暁ぎ
ょ
う

窓そ
う

よ
り
分
か
ち
与
う　

読
書
の
灯

【
詩
題
】
注
解

清
明
。
全
宋
詩

清
明
感
事
三
首

其
一
。

【
作
者
】
王お

う

禹う
し
ょ
う

、
字
は
元げ
ん

之し

。
北
宋
初
期
の
代
表
的
な
詩
人
。
注

解

王
禹

。

【
詩
句
】
第
三
句

日
、
全
宋
詩

夜
。

【
大
意
】
清
明
節
の
感
慨
を
う
た
う
。
花
も
な
く
酒
も
な
く
清
明
の
佳
節

を
過
ご
し
、
心
持
ち
は
わ
び
し
く
、
ま
る
で
山
寺
の
坊
さ
ん
の
よ
う
。
昨

日
、
隣
家
が
新
し
い
火
種
を
ほ
し
い
と
言
っ
て
来
た
の
で
、
明
け
方
の
窓

辺
か
ら
読
書
の
灯
火
を
分
け
て
あ
げ
た
。

　

　
　

節
日
の
詩

　

主
な
細
目
は

端
午

立
秋

七
夕

中
秋

重
陽

冬
至

除
夜
。
こ
の
う
ち

七
夕

に
楊
朴
の
詩
が
見
え
る
。

〔
宋
賢
〕
七
夕　
　
　

楊よ
う

朴ぼ
く

未
会
牽
牛
意
若
何　
　

未
だ
会
せ
ず　

牽
牛　

意
は
若い

か
ん何

須
邀
織
女
弄
金
梭　
　

邀む
か

う
る
を
須も
ち

い
ん
や　

織
女
の
金き
ん

梭さ

を
弄
す
る
を

年
年
乞
与
人
間
巧　
　

年
年　

人
間
に
巧
を
乞き
つ

与よ

す
る
も

不
道
人
間
巧
已
多　
　

道お
も

わ
ざ
る
や　

人じ
ん

間か
ん　

巧　

已
に
多
き
を

【
詩
題
】
注
解

全
宋
詩

七
夕
。

【
作
者
】
楊
朴
、
字
は
契け

い

玄げ
ん

。
北
宋
初
期
の
隠
者
。

【
詩
句
】
第
四
句

已
、
注
解

幾
。

【
大
意
】
七
夕
の
日
に
芸
事
の
上
達
を
祈
る

乞
巧

の
風
習
を
風
刺
す

る
。
い
ま
だ
に
理
解
で
き
な
い
。
牽
牛
は
一
体
ど
う
い
う
つ
も
り
な
の
だ

ろ
う
。
金
の
梭ひ

を
操
る
織
女
を
迎
え
る
必
要
な
ど
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
毎

年
毎
年
世
の
中
に
巧
み
さ
を
分
け
与
え
て
い
る
が
、
世
の
中
に
巧
み
さ
は
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す
で
に
十
分
多
い
こ
と
に
気
づ
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

　
　

気
候
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

寒

暑

暖

涼

晴

旱
。
こ
の
う
ち

晴

に
王
駕
の
詩
が
見
え
る
。

〔
唐
賢
〕
晴　
　
　
　

王お
う

駕が

雨
前
初
見
花
間
蕊　
　

雨
前　

初
め
て
見
る　

花
間
の
蕊ず

い

雨
後
兼
無
葉
裏
花　
　

雨
後　

兼
ね
て
無
し　

葉
裏
の
花

蛺
蝶
飛
来
過
墻
去　
　

蛺き
ょ
う

蝶ち
ょ
う　

飛
び
来
た
り　

墻か
き

を
過
ぎ
て
去
る

応
疑
春
色
在
隣
家　
　

応ま
さ

に
疑
う
べ
し　

春
色　

隣
家
に
在あ

ら
ん
か
と

【
詩
題
】
注
解

春
晴
。
全
唐
詩

雨
晴
。

【
作
者
】
王
駕
、
字
は
大だ

い

用よ
う

、
号
は
守し

ゅ

素そ

先
生
。
晩
唐
の
詩
人
。

【
詩
句
】
第
二
句

兼
、
注
解

全
。
裏
、
注
解

底
。
第
三

句

蛺
、
注
解

蜂
。
飛
来
、
注
解

紛
紛
。
第
四
句

応
、
注
解

全
唐
詩

却
。

【
大
意
】
晩
春
の
雨
上
が
り
の
情
景
を
う
た
う
。
雨
の
降
る
前
、
よ
う
や

く
花
の
間
の
蕊
を
見
た
と
思
っ
た
ら
、
雨
の
後
に
は
、
葉
陰
の
花
も
ろ
と

も
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
チ
ョ
ウ
た
ち
は
飛
ん
で
き
て
、
垣
根
を
越

え
て
去
っ
て
行
く
。
き
っ
と
、
隣
の
家
に
は
ま
だ
春
の
景
色
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

　
　

昼
夜
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

暁

昼

晩

夜
。
こ
の
う
ち

夜

に
張
継
と

蘇
軾
の
詩
が
見
え
る
。

〔
唐
賢
〕
舟
中　
　
　

張ち
ょ
う

継け
い

月
落
烏
啼
霜
満
天　
　

月　

落
ち　

烏　

啼
き
て　

霜　

天
に
満
つ

江
楓
漁
火
対
愁
眠　
　

江こ
う

楓ふ
う　

漁ぎ
ょ

火か　

愁し
ゅ
う

眠み
ん

に
対
す

姑
蘇
城
外
寒
山
寺　
　

姑こ

蘇そ

城じ
ょ
う

外が
い

の
寒か
ん

山ざ
ん

寺じ

夜
半
鐘
声
到
客
船　
　

夜や

半は
ん

の
鐘し
ょ
う

声せ
い　

客か
く

船せ
ん

に
到い
た

る

【
詩
題
】
注
解

全
唐
詩

楓
橋
夜
泊
。

【
作
者
】
張
継
、
字
は
懿い

孫そ
ん

。
盛
唐
か
ら
中
唐
に
か
け
て
の
詩
人
。

【
詩
句
】
第
二
句

火
、
全
唐
詩

父
。

【
大
意
】
船
旅
の
夜
の
感
慨
を
う
た
う
。
月
は
沈
み
カ
ラ
ス
が
鳴
い
て
、

霜
の
気
配
が
空
い
っ
ぱ
い
に
満
ち
わ
た
る
。
川
辺
の
カ
エ
デ
と
漁
火
が
、

愁
い
つ
つ
眠
る
私
の
目
に
映
っ
て
見
え
る
。
す
る
と
、
蘇
州
の
町
外
れ
の

寒
山
寺
か
ら
、
真
夜
中
を
告
げ
る
鐘
の
音
が
、
私
の
乗
る
旅
の
小
舟
に
聞

こ
え
て
来
た
。
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〔
宋
賢
〕
春
夜　
　
　

蘇
東
坡

春
宵
一
刻
値
千
金　
　

春し
ゅ
ん

宵し
ょ
う　

一い
っ

刻こ
く　

値あ
た
い　

千せ
ん

金き
ん

花
有
清
香
月
有
陰　
　

花
に
清せ
い

香こ
う

有
り　

月
に
陰か

げ

有
り

歌
管
楼
台
声
細
細　
　

歌か

管か
ん　

楼ろ
う

台だ
い　

声　

細さ
い

細さ
い

鞦
韆
院
落
夜
沈
沈　
　

鞦し
ゅ
う

韆せ
ん　

院い
ん

落ら
く　

夜　

沈ち
ん

沈ち
ん

【
詩
題
】
注
解

春
宵
。
全
宋
詩

春
夜
。

【
作
者
】
蘇
軾
（
東
坡
）
は
既
出
。
北
宋
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
大
意
】
春
の
夜
の
感
慨
を
う
た
う
。
春
の
夜
の
ひ
と
と
き
は
、
千
金
の

値
う
ち
。
花
に
は
す
が
し
い
香
り
が
あ
り
、
月
は
お
ぼ
ろ
に
か
す
ん
で
い

る
。
楼
台
で
奏
で
ら
れ
て
い
た
歌
や
笛
の
音
は
今
で
は
か
細
く
な
り
、
中

庭
に
は
ブ
ラ
ン
コ
が
あ
る
ば
か
り
で
人
の
姿
は
見
え
ず
、
夜
は
次
第
に
更

け
て
行
く
。

　

　
　

各
種
の
花
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

花

梅
花
。
こ
の
う
ち

花

に
朱
淑
真
の
詩
が
見

え
、
梅
花

に
杜
耒
、
白
玉
蟾
、
盧
梅
坡
の
詩
が
見
え
る
。

〔
宋
賢
〕
落
花　
　
　

朱
淑
真

連
理
枝
頭
花
正
開　
　

連れ
ん

理り

の
枝し

頭と
う　

花　

正
に
開
く
に

妬
花
風
雨
便
相
催　
　

花
を
妬ね

た

む
風
雨　

便す
な
わ

ち
相あ

い

催せ
ま

る

願
教
青
帝
長
為
主　
　

願
わ
く
は
青
帝
を
し
て
長つ
ね

に
主
為た

ら
し
め

莫
遣
紛
紛
点
翠
苔　
　

紛
紛
と
し
て
翠す
い

苔た
い

に
点
ぜ
し
む
る
莫
か
ら
ん
こ
と

を

【
詩
題
】
注
解

落
花
。
全
宋
詩

惜
春
。

【
作
者
】
朱
淑
真
は
既
出
。
北
宋
末
〜
南
宋
初
の
女
性
詩
人
。
注
解

朱
淑
貞
。

【
詩
句
】
第
二
句

便
、
全
宋
詩

苦
。
第
三
句

長
、
注
解

常
。
第
四
句

点
、
全
宋
詩

落
。

【
大
意
】
過
ぎ
行
く
春
を
惜
し
む
心
情
を
う
た
う
。
連
理
の
枝
に
今
ま
さ

に
花
が
咲
い
て
い
る
の
に
、
花
を
ね
た
む
嵐
が
す
ぐ
さ
ま
花
を
吹
き
散
ら

し
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
か
春
の
神
様
を
い
つ
も
四
季
の
主
と
し
て
、
花
が

は
ら
は
ら
と
青
い
コ
ケ
の
上
に
散
り
落
ち
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
だ
。

〔
時
賢
〕
梅
花　
　
　

杜と

耒ら
い

寒
夜
客
来
茶
当
酒　
　

寒
夜　

客　

来
た
り
て　

茶　

酒
に
当
つ

竹
炉
湯
沸
火
初
紅　
　

竹ち
く

炉ろ　

湯　

沸
き　

火　

初
め
て
紅
な
り

尋
常
一
様
窓
前
月　
　

尋
常
に
一
様
な
り　

窓
前
の
月

纔
有
梅
花
便
不
同　
　

纔わ
ず

か
に
梅
花
有
り
て　

便
ち
同
じ
か
ら
ず
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【
詩
題
】
注
解

全
宋
詩

寒
夜
。

【
作
者
】
杜
耒
、
字
は
小
山
。
南
宋
の
詩
人
。
注
解

杜
小
山
。

【
大
意
】
冬
の
夜
に
来
客
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
た
う
。
寒
い
夜
に
来
客
が

あ
っ
た
の
で
、
酒
の
か
わ
り
に
茶
を
出
し
て
も
て
な
す
こ
と
に
し
た
。
竹

の
囲
炉
裏
で
湯
を
わ
か
し
、
火
は
赤
く
な
っ
た
ば
か
り
。
窓
か
ら
見
え
る

月
は
い
つ
も
と
同
じ
だ
が
、
梅
の
花
が
あ
る
お
か
げ
で
、
い
つ
も
と
は
趣

が
違
っ
て
見
え
る
。

〔
時
賢
〕
梅
花　
　
　

白は
く

玉ぎ
ょ
く

蟾せ
ん

南
枝
才
放
両
三
花　
　

南な
ん

枝し　

才わ
ず

か
に
放ひ
ら

く　

両
三
花

雪
裏
吟
香
弄
粉
些　
　

雪せ
つ

裏り　

香
を
吟
じ　

粉ふ
ん

些さ

を
弄
ぶ

淡
淡
著
煙
濃
著
月　
　

淡
淡
と
煙
を
著つ

け　

濃
く
月
を
著
く

深
深
籠
水
浅
籠
沙　
　

深
深
と
水
を
籠こ

め　

浅
く
沙
を
籠
む

【
詩
題
】
注
解

早
春
。
全
宋
詩

奉
酬

庵
李
侍
郎
五
首

其

二
。

【
作
者
】
白
玉
蟾
、
原
名
は
葛か

つ

長ち
ょ
う

庚こ
う

。
字
は
白は
く

叟そ
う

。
南
宋
の
道
士
。

【
詩
句
】
第
一
句

才
、
注
解

全
宋
詩

纔
。
第
二
句

吟
、

全
宋
詩

吹
。

【
大
意
】
初
春
の
梅
花
を
う
た
う
。
南
向
き
の
枝
に
、
よ
う
や
く
二
三
の

梅
の
花
が
開
い
た
。
私
は
雪
の
中
で
そ
の
香
り
を
詩
に
う
た
い
、
そ
の
白

い
花
を
め
で
楽
し
む
。
梅
は
、
淡
く
も
や
が
か
か
り
、
濃
く
月
の
光
を
帯

び
て
い
る
。
ま
た
、
深
く
水
に
お
お
わ
れ
、
浅
く
砂
に
お
お
わ
れ
て
い

る
。

〔
時
賢
〕
梅
花　
　
　

盧ろ

梅ば
い

坡は

梅
雪
争
春
未
肯
降　
　

梅
と
雪
と
春
を
争
い　

未
だ
降く
だ

る
を
肯が
え

ん
ぜ
ず

騒
人
閣
筆
費
平
章　
　

騒そ
う

人じ
ん　

筆
を
閣お

き　

平べ
ん

章し
ょ
う

を
費
や
す

梅
須
遜
雪
三
分
白　
　

梅
は
須す

べ
か

ら
く
雪
に
遜そ

ん

す
べ
し　

三
分
の
白

雪
却
輸
梅
一
段
香　
　

雪
は
却か

え

っ
て
梅
に
輸し

ゅ

す　

一
段
の
香

【
詩
題
】
注
解

雪
梅
。
全
宋
詩

梅
花
。

【
作
者
】
盧
梅
坡
は
、
南
宋
の
詩（
）人。

【
詩
句
】
第
二
句

平
、
注
解

評
。

【
大
意
】
梅
と
雪
の
優
劣
を
う
た
う
。
梅
と
雪
が
春
の
主
役
の
座
を
争

い
、
ど
ち
ら
も
降
参
し
よ
う
と
し
な
い
。
詩
人
は
筆
を
お
い
て
、
公
平
に

論
評
す
る
。
梅
は
白
さ
の
点
で
は
雪
に
ゆ
ず
る
が
、
雪
は
香
り
に
お
い
て

は
梅
に
負
け
て
い
る
。

　

　
　

各
種
の
花
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

桃
花

杏
花

梨
花

海
棠
。
こ
の
う
ち

桃

花

に
劉
禹
錫
の
詩
が
見
え
、
海
棠

に
蘇
軾
の
詩
が
見
え
る
。
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〔
唐
賢
〕
遊
玄
都
観　
　

玄げ
ん

都と

観か
ん

に
遊
ぶ　
　

劉り
ゅ
う

禹う

錫
し
ゃ
く

紫
陌
紅
塵
払
面
来　
　

紫し

陌は
く

の
紅こ
う

塵じ
ん　

面お
も
て

を
払
い
て
来
た
る

無
人
不
道
看
花
回　
　

人
と
し
て　

花
を
看み

て
回か
え

る
と
道い

わ
ざ
る
無
し

玄
都
観
裏
桃
千
樹　
　

玄
都
観
裏　

桃
千
樹

尽
是
劉
郎
去
後
栽　
　

尽
こ
と
ご
とく
是
れ　

劉り
ゅ
う

郎ろ
う　

去
り
し
後
に
栽う

え
た
り

【
詩
題
】
注
解

玄
都
観
桃
花
。
全
唐
詩

元
和
十
一
年
自
朗
州
召

至
京
戯
贈
看
花
諸
君
子
。

【
作
者
】
劉
禹
錫
、
字
は
夢ぼ
う

得と
く

。
中
唐
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
大
意
】
左
遷
先
か
ら
都
に
呼
び
戻
さ
れ
て
の
感
慨
を
う
た
う
。
玄
都
観

に
向
か
っ
て
歩
い
て
行
け
ば
、
大
通
り
の
塵
ほ
こ
り
が
、
顔
に
吹
き
つ
け

て
来
る
。
誰
一
人
、
花
を
見
て
の
帰
り
だ
と
言
わ
ぬ
者
は
い
な
い
。
玄
都

観
の
中
に
は
桃
の
木
が
千
本
も
植
え
て
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
こ
と
ご
と
く

こ
の
私
が
都
を
去
っ
た
後
で
植
え
ら
れ
た
も
の
だ
。

〔
宋
賢
〕
海
棠　
　
　

蘇
東
坡

東
風
渺
渺
汎
崇
光　
　

東と
う

風ふ
う　

渺び
ょ
う

渺び
ょ
う

と
し
て　

崇す
う

光こ
う

を
汎う

か
ぶ

香
霧
空
濛
月
転
廊　
　

香こ
う

霧む　

空く
う

濛も
う

と
し
て　

月　

廊
に
転
ず

只
恐
夜
深
花
睡
去　
　

只
だ
恐
る　

夜　

深
く
し
て　

花　

睡ね
む

り
去
ら
ん

こ
と
を

高
焼
銀
燭
照
紅
粧　
　

高
く
銀ぎ
ん

燭し
ょ
く

を
焼
き
て　

紅こ
う

粧し
ょ
う

を
照
ら
さ
ん

【
詩
題
】
注
解

全
宋
詩

海
棠
。

【
作
者
】
蘇
軾
（
東
坡
）
は
既
出
。
北
宋
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
詩
句
】
第
一
句

渺
渺
、
注
解

全
宋
詩

嫋
嫋
。
汎
、
注

解

全
宋
詩

泛
。
第
四
句

高
、
注
解

全
宋
詩

故
。

銀
、
注
解

全
宋
詩

高
。

【
大
意
】
海
棠
の
花
を
い
と
お
し
む
心
情
を
う
た
う
。
春
風
が
遠
く
か
ら

吹
き
、
海
棠
の
花
は
気
高
く
輝
く
。
か
ぐ
わ
し
い
夜
霧
が
ぼ
ん
や
り
と
立

ち
こ
め
、
月
は
回
廊
の
上
を
進
ん
で
行
く
。
夜
が
更
け
て
花
が
眠
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
な
の
で
、
銀
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
高
く
と
も
し
、

花
の
赤
い
化
粧
を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　

　
　

各
種
の
花
に
関
す
る
詩

　

　
　

各
種
の
花
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

桂
花

菊
花

蘭
花

薔
薇

葵
花

芭
蕉

玉
蕊
花

橘
花

山
茶

榴
花

水
仙

茉
莉
。
こ
の
う
ち

榴
花

に
韓
愈
の
詩
が
見
え
る
。

〔
唐
賢
〕
榴り
ゅ
う

花か　
　
　

韓
昌
黎

五
月
榴
花
照
眼
明　
　

五
月　

榴
花　

眼
に
照
り
て
明
ら
か
な
り

枝
間
時
見
子
初
成　
　

枝し

間か
ん　

時
に
見
る　

子
の
初
め
て
成
る
を
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可
憐
此
地
無
車
馬　
　

憐
れ
む
べ
し　

此
の
地　

車
馬
無
く

顚
倒
青
苔
落
絳
英　
　

青せ
い

苔た
い

に
顚て
ん

倒と
う

し
て　

絳こ
う

英え
い

を
落
と
す
を

【
詩
題
】
注
解

題
榴
花
。
全
唐
詩

題
張
十
一
旅
舎
三
詠

其
一

榴
花
。

【
作
者
】
韓
愈
は
既
出
。
中
唐
の
代
表
的
な
詩
人
。
注
解

朱
熹
。

【
詩
句
】
第
四
句

青
、
注
解

蒼
。

【
大
意
】
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
散
る
ザ
ク
ロ
の
花
を
う
た
う
。
真
夏
の
五

月
、
ザ
ク
ロ
の
花
は
目
に
も
あ
ざ
や
か
に
咲
き
誇
る
。
枝
の
間
に
は
、
時

と
し
て
な
っ
た
ば
か
り
の
実
が
見
え
る
。
か
わ
い
そ
う
に
、
こ
こ
は
車
や

馬
が
通
り
過
ぎ
る
こ
と
も
な
く
、
誰
に
も
見
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
青
い
コ

ケ
の
上
に
赤
い
花
び
ら
を
逆
さ
ま
に
落
と
し
て
い
る
。

　

　
　

竹
や
木
に
関
す
る
詩

　

　
　

天
文
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

日

月

星

雲

風

雨
。
こ
の
う
ち

月

に
李
商
隠
の
詩
が
見
え
る
。

〔
唐
賢
〕
霜そ

う

月げ
つ　

　
　

李り

商し
ょ
う

隠い
ん

初
聞
征
雁
已
無
蟬　
　

初
め
て
征せ
い

雁が
ん

を
聞
く
に　

已
に
蟬
無
し

百
尺
楼
南
水
接
天　
　

百
尺
の
楼
南　

水　

天
に
接
す

青
女
素
娥
倶
耐
冷　
　

青せ
い

女じ
ょ　

素そ

娥が　

倶と
も

に
冷さ
む

き
に
耐
え

月
中
霜
裏
闘
嬋
娟　
　

月げ
っ

中ち
ゅ
う　

霜そ
う

裏り　

嬋せ
ん

娟け
ん

を
闘
わ
す

【
詩
題
】
注
解

全
唐
詩

霜
月
。

【
作
者
】
李
商
隠
、
字
は
義ぎ

山ざ
ん

、
号
は
玉ぎ
ょ
く

渓け
い

生せ
い

。
晩
唐
の
代
表
的
な
詩

人
。

【
詩
句
】
第
二
句

南
、
注
解

台
、
全
唐
詩

高
。

【
大
意
】
冬
の
情
景
を
う
た
う
。
よ
う
や
く
渡
り
鳥
の
雁
の
鳴
き
声
を
聞

く
頃
に
は
、
も
う
セ
ミ
は
い
な
い
。
百
尺
も
の
楼
の
南
側
で
は
、
川
の
水

が
空
ま
で
続
い
て
流
れ
て
い
る
。
霜
の
女
神
の
青
女
と
月
の
女
神
の
素
娥

は
ど
ち
ら
も
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
、
月
の
中
、
霜
の
中
で
美
し
さ
を
競
い

合
っ
て
い
る
。

　

　
　

天
文
に
関
す
る
詩

　

　
　

地
理
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

山

村

郊
野
。
こ
の
う
ち

山

に
李
渉
の
詩

が
見
え
、
村

に
范
成
大
の
詩
が
見
え
る
。
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〔
唐
賢
〕
登
山　
　
　

李り

渉
し
ょ
う

終
日
昏
昏
酔
夢
間　
　

終し
ゅ
う

日じ
つ　

昏こ
ん

昏こ
ん

た
り　

酔す
い

夢む

の
間

忽
聞
春
尽
強
登
山　
　

忽た
ち
ま

ち
春
尽
く
る
と
聞
き　

強し

い
て
山
に
登
る

因
過
竹
院
逢
僧
話　
　

竹ち
く

院い
ん

を
過よ

ぎ
り　

僧
に
逢
い
て
話
す
に
因よ

り

又
得
浮
生
半
日
閑　
　

又
た
得
た
り　

浮
生　

半
日
の
閑

【
詩
題
】
注
解

登
山
。
全
唐
詩

題
鶴
林
寺
僧
舎
。

【
作
者
】
李
渉
、
号
は
清せ

い

渓け
い

子し

。
中
唐
の
詩
人
。

【
大
意
】
春
の
終
わ
り
に
山
寺
を
訪
ね
た
こ
と
を
う
た
う
。
一
日
中
、
酔

い
心
地
の
夢
の
中
で
ぼ
ん
や
り
過
ご
し
て
い
た
が
、
急
に
春
が
終
わ
る
と

聞
い
て
、
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
て
山
に
登
っ
て
み
た
。
竹
に
囲
ま
れ
た

僧
院
に
立
ち
寄
り
、
坊
さ
ん
に
会
っ
て
話
を
し
た
た
め
に
、
半
日
の
の
ど

か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

〔
時
賢
〕
田で

ん

家か　
　
　

范は
ん

成せ
い

大だ
い

昼
出
耘
苗
夜
績
麻　
　

昼
は
出い

で
て
苗
を
耘く
さ
ぎ

り　

夜
は
麻
を
績つ
む

ぐ

村
荘
児
女
各
当
家　
　

村そ
ん

荘そ
う

の
児じ

女じ
ょ　

各お
の

お
の
家
に
当
た
る

童
孫
未
解
供
耕
織　
　

童ど
う

孫そ
ん　

未
だ
解よ

く
耕こ
う

織し
ょ
く

に
供き
ょ
う

せ
ざ
る
も

也
傍
桑
陰
学
種
瓜　
　

也ま

た
桑そ
う

陰い
ん

に
傍そ

い
て
瓜
を
種う

う
る
を
学
ぶ

【
詩
題
】
注
解

田
家
。
全
宋
詩

四
時
田
園
雑
興
六
十
首

の
う

ち

夏
日
田
園
雑
興
十
二
絶

其
七
。

【
作
者
】
范
成
大
、
字
は
至し

能の
う

、
号
は
石せ
き

湖こ

居
士
。
南
宋
の
代
表
的
な
詩

人
。

【
詩
句
】
第
一
句

苗
、
注
解

全
宋
詩

田
。

【
大
意
】
農
家
の
夏
の
労
働
を
う
た
う
。
昼
間
は
野
良
に
出
て
雑
草
を
取

り
除
き
、
夜
は
家
で
麻
糸
を
つ
む
ぐ
。
農
村
の
男
子
も
女
子
も
、
そ
れ
ぞ

れ
家
の
仕
事
を
分
担
す
る
。
幼
い
子
ど
も
た
ち
は
ま
だ
耕
し
た
り
織
っ
た

り
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
ク
ワ
の
木
陰
で
瓜
を
植
え
る
ま
ね
ご
と
を

し
て
い
る
。

　
　

地
理
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

江

湖

渓

泉

舟
。
こ
の
う
ち

湖

に

楊
万
里
、
蘇
軾
、
徐
元
杰
の
詩
が
見
え
、
渓

に
韋
応
物
の
詩
が
見

え
、
舟

に
張
継
の
詩
が
見
え
る
。

〔
宋マ

マ賢
〕
西
湖　
　
　

蘇マ

マ
東
坡

畢
竟
西
湖
六
月
中　
　

畢ひ
っ

竟き
ょ
う　

西せ
い

湖こ　

六
月
の
中う

ち

風
光
不
与
四
時
同　
　

風ふ
う

光こ
う　

四し
い

時じ

と
同
じ
か
ら
ず

接
天
蓮
葉
無
窮
碧　
　

天
に
接
す
る
蓮れ
ん

葉よ
う　

無む

窮き
ゅ
う

に
碧み
ど
り

に

映
日
荷
花
別
様
紅　
　

日
に
映
ず
る
荷か

花か　

別べ
つ

様よ
う

に
紅
く
れ
な
い

な
り
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【
詩
題
】
注
解

西
湖
。
全
宋
詩

暁
出
浄
慈
送
林
子
方
二
首

其

二
。

【
作
者
】
分
門

は
蘇
軾
（
東
坡
）
と
す
る
が
、
実
際
は
楊
万
里
。
楊
万

里
は
既
出
。
南
宋
の
代
表
的
な
詩
人
。
し
た
が
っ
て

宋
賢

で
は
な
く

時
賢

に
分
類
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
大
意
】
夏
の
終
わ
り
の
西
湖
の
情
景
を
う
た
う
。
と
ど
の
つ
ま
り
晩
夏

六
月
の
西
湖
は
、
他
の
時
季
と
は
風
景
が
断
然
違
う
。
天
ま
で
連
な
る
ハ

ス
の
葉
は
果
て
し
な
く
緑
色
で
、
日
の
光
に
映
え
る
ハ
ス
の
花
は
、
段
違

い
に
赤
く
美
し
い
。

〔
宋
賢
〕
初
晴
後
雨　
　

初
め
晴
れ
後
に
雨
ふ
る　
　

蘇
東
坡

水
光
瀲

晴
方
好　
　

水す
い

光こ
う　

瀲れ
ん

と
し
て　

晴
れ
て
方ま
さ

に
好
く

山
色
空
濛
雨
亦
奇　
　

山さ
ん

色し
ょ
く　

空く
う

濛も
う

と
し
て　

雨
も
亦ま

た
奇
な
り

欲
把
西
湖
比
西
子　
　

西
湖
を
把と

り
て　

西せ
い

子し

に
比
せ
ん
と
欲
す
れ
ば

淡
粧
濃
抹
総
相
宜　
　

淡た
ん

粧し
ょ
う　

濃の
う

抹ま
つ　

総す
べ

て
相あ

い

宜よ
ろ

し

【
詩
題
】
注
解

湖
上
初
雨
。
全
宋
詩

飲
湖
上
初
晴
後
雨
二
首

其
二
。

【
作
者
】
蘇
軾
（
蘇
軾
）
は
既
出
。
北
宋
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
詩
句
】
第
一
句

方
、
注
解

偏
。
第
三
句

欲
、
全
宋
詩

若
。
第
四
句

総
、
注
解

也
。

【
大
意
】
杭
州
の
西
湖
の
美
し
さ
を
う
た
う
。
水
面
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
り

輝
い
て
い
る
と
、
晴
れ
て
こ
そ
す
ば
ら
し
い
と
思
え
る
が
、
山
の
色
が
ぼ

ん
や
り
か
す
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
、
雨
も
ま
た
す
ば
ら
し
い
。
西
湖
を

い
に
し
え
の
美
女
西せ

い

施し

に
た
と
え
る
な
ら
ば
、
薄
化
粧
で
も
厚
化
粧
で

も
、
す
べ
て
似
つ
か
わ
し
い
。

〔
時
賢
〕
湖
景　
　
　

徐じ
ょ

元げ
ん

杰け
つ

花
開
紅
樹
乱
鶯
啼　
　

花　

紅こ
う

樹じ
ゅ

に
開
き　

乱ら
ん

鶯お
う　

啼な

く

草
長
湖
平
白
鷺
飛　
　

草　

長
じ　

湖　

平
ら
か
に　

白
鷺　

飛
ぶ

風
物
晴
和
人
意
好　
　

風
物　

晴
れ
和
し
て　

人
意　

好よ
ろ

し

夕
陽
簫
鼓
幾
船
帰　
　

夕せ
き

陽よ
う　

簫し
ょ
う

鼓こ　

幾い
く

船せ
ん

か
帰
る

【
詩
題
】
注
解

全
宋
詩

湖
上
。

【
作
者
】
徐
元
杰
、
字
は
伯は
く

仁じ
ん

、
号
は
梅ば
い

野や

。
南
宋
の
詩
人
。

【
詩
句
】
第
二
句

長
、
注
解

上
。
湖
平
、
注
解

全
宋

詩

平
湖
。
第
三
句

物
、
注
解

日
。

【
大
意
】
春
の
西
湖
の
情
景
を
う
た
う
。
赤
い
花
が
木
に
咲
き
、
ウ
グ
イ

ス
は
乱
れ
鳴
く
。
草
は
生
い
茂
り
、
湖
は
水
を
満
々
と
た
た
え
、
シ
ラ
サ

ギ
が
飛
ん
で
い
る
。
風
物
は
晴
れ
て
な
ご
や
か
で
あ
り
、
人
々
の
心
は
や

わ
ら
い
で
い
る
。
夕
陽
の
中
、
笛
や
太
鼓
を
奏
で
な
が
ら
、
何
艘
の
遊
覧

船
が
帰
っ
て
来
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
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〔
唐
賢
〕
渓け

い

居き
ょ　

　
　

韋い

応お
う

物ぶ
つ

独
憐
幽
草
澗
辺
生　
　

独ひ
と

り
憐
れ
む　

幽ゆ
う

草そ
う

の
澗か
ん

辺ぺ
ん

に
生
ず
る
を

上
有
黄
鸝
深
樹
鳴　
　

上
に
黄こ
う

鸝り

の
深し
ん

樹じ
ゅ

に
鳴
く
有
り

春
潮
帯
雨
晩
来
急　
　

春し
ゅ
ん

潮ち
ょ
う　

雨
を
帯
び　

晩
来　

急
な
り

野
渡
無
人
舟
自
横　
　

野や

渡と　

人
無
く　

舟　

自
お
の
ず
か

ら
横
た
わ
る

【
詩
題
】
注
解

全
唐
詩

州
西
澗
。

【
作
者
】
韋
応
物
は
、
中
唐
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
大
意
】
谷
川
の
ほ
と
り
の
情
景
を
う
た
う
。
た
だ
一
人
、
草
が
谷
川
の

ほ
と
り
に
生
い
茂
る
の
を
い
た
わ
し
く
思
う
。
そ
の
上
で
は
、
コ
ウ
ラ
イ

ウ
グ
イ
ス
が
深
い
木
立
の
中
で
鳴
い
て
い
る
。
春
の
川
の
水
は
雨
を
伴

い
、
夕
方
に
な
っ
て
流
れ
が
急
に
な
っ
た
。
野
中
の
渡
し
場
に
は
人
影
が

な
く
、
一
艘
の
小
舟
が
ぽ
つ
ん
と
横
た
わ
っ
て
い
る
。

〔
唐
賢
〕
舟　
　

張
継

　

既
出
の
張
継

舟
中
（
楓
橋
夜
泊
）
と
同
じ
詩
（
重
複
）。
詩
題
以

外
は
文
字
の
異
同
な
し
。

　

（
合
璧

欠
）　

各
種
の
建
築
物
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

宮
殿

宮
詞

楼

館
舎

寺
。
こ
の
う
ち

宮
詞

に
王
建
と
洪
咨

の
詩
が
見
え
、
寺

に
杜
牧
の
詩
が
見
え

る
。

〔
唐
賢
〕
宮き

ゅ
う

詞し　
　
　

劉マ

マ
長
卿

金
殿
当
頭
紫
閣
重　
　

金き
ん

殿で
ん

当と
う

頭と
う　

紫し

閣か
く　

重
な
る

仙
人
掌
上
玉
芙
蓉　
　

仙せ
ん

人に
ん

掌し
ょ
う

上じ
ょ
う　

玉ぎ
ょ
う

芙ふ

蓉よ
う

太
平
天
子
朝
迎
日　
　

太
平
の
天
子　

朝ち
ょ
う

迎げ
い

の
日

五
色
雲
車
駕
六
龍　
　

五ご

色し
き

の
雲う

ん

車し
ゃ　

六り
く

龍り
ょ
う

に
駕が

す

【
詩
題
】
注
解

宮
詞
。
全
唐
詩

宮
詞
一
百
首

其
九
一
。

【
作
者
】
分
門

は
劉り
ゅ
う

長ち
ょ
う

卿け
い

と
す
る
が
、
実
際
は
王お
う

建け
ん

。
王
建
、
字
は

仲ち
ゅ
う

初し
ょ

。
中
唐
の
代
表
的
な
詩
人
。
注
解

林
洪
。

【
詩
句
】
第
三
句

迎
、
注
解

元
。

【
大
意
】
唐
の
皇
帝
が
老
子
に
参
拝
す
る
情
景
を
う
た
う
。
黄
金
の
宮
殿

の
上
に
、
紫
の
楼
閣
が
重
な
り
あ
う
。
仙
人
の
像
の
手
の
ひ
ら
の
上
に

は
、
玉
の
芙
蓉
が
置
か
れ
て
い
る
。
太
平
の
天
子
様
が
玄
元
皇
帝
（
老

子
）
を
お
迎
え
に
な
る
日
。
五
色
の
雲
に
囲
ま
れ
た
御
車
を
、
六
匹
の
龍

に
お
引
か
せ
に
な
る
。

〔
時
賢
〕
宮
詞　
　
　

洪
舜
兪

禁
門
深
鎖
寂
無
嘩　
　

禁き
ん

門も
ん　

深
く
鎖と
ざ

さ
れ　

寂せ
き

と
し
て
嘩
か
ま
び
す

し
き
無
し
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濃
墨
淋
漓
両
相
麻　
　

濃の
う

墨ぼ
く　

淋り
ん

漓り

た
り　

両り
ょ
う

相し
ょ
う

麻ま

唱
徹
五
更
天
未
暁　
　

唱　

五
更
に
徹
す
る
も　

天　

未
だ
暁
な
ら
ず

一
池
月
浸
紫
薇
花　
　

一
池　

月
は
浸ひ
た

す　

紫し

薇び

の
花

【
詩
題
】
注
解

禁
鎖
。
全
宋
詩

六
月
十
六
日
宣
鎖
。

【
作
者
】
洪こ
う

咨し

き

、
字
は
舜し
ゅ
ん

兪ゆ

、
号
は
平へ
い

斎さ
い

。
南
宋
の
詩
人
。
注
解

洪
遵
。

【
詩
句
】
第
一
句

鎖
、
全
宋
詩

鑰
。
第
四
句

池
、
注
解

墀
。

【
大
意
】
宮
中
で
の
宿
直
を
う
た
う
。
禁
中
の
門
は
奥
深
く
閉
ざ
さ
れ
、

ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
。
濃
い
墨
を
す
り
、
左
右
の
大
臣
を
任
命
す
る
二

枚
の
辞
令
を
書
き
記
す
。
夜
明
け
を
告
げ
る
役
人
の
声
が
聞
こ
え
て
も
、

夜
は
ま
だ
明
け
な
い
。
池
の
ま
わ
り
に
咲
く
サ
ル
ス
ベ
リ
の
花
を
、
月
は

照
ら
し
て
い
る
。

〔
唐
賢
〕
寺　
　
　
　

杜
牧

十マ
マ

里
鶯
啼
緑
映
紅　
　

十
里　

鶯　

啼な

き
て　

緑　

紅
に
映
ず

水
村
山
郭
酒
旗
風　
　

水す
い

村そ
ん　

山さ
ん

郭か
く　

酒し
ゅ

旗き

の
風

南
朝
四
百
八
十
寺　
　

南な
ん

朝ち
ょ
う　

四し

百ひ
ゃ
く

八は
っ

十し
ん

寺じ

多
少
楼
台
煙
雨
中　
　

多
少
の
楼
台　

煙え
ん

雨う

の
中う
ち

【
詩
題
】
注
解

江
南
春
。
全
唐
詩

江
南
春
絶
句
。

【
作
者
】
杜
牧
は
既
出
。
晩
唐
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
詩
句
】
第
一
句

十
、
全
唐
詩

千
。

【
大
意
】
江
南
の
春
の
情
景
を
う
た
う
。
十
里
四
方
に
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き

声
が
響
き
わ
た
り
、
緑
の
木
々
の
中
、
赤
い
花
が
色
鮮
や
か
に
見
え
る
。

水
辺
の
村
で
も
山
す
そ
の
村
で
も
、
飲
み
屋
の
目
印
の
旗
が
風
に
な
び
い

て
い
る
。
こ
こ
南
京
は
、
そ
の
昔
南
朝
の
頃
に
は
四
百
八
十
も
の
寺
が

あ
っ
た
と
い
う
が
、
い
く
つ
と
も
知
れ
な
い
楼
台
が
、
け
ぶ
る
よ
う
な
雨

の
中
に
か
す
ん
で
見
え
る
。

　

（
合
璧

欠
）　

各
種
の
器
物
に
関
す
る
詩

　

　

音
楽
お
よ
び
各
種
の
楽
器
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

箏

笛

角

鐘

砧

鞦
韆

打
毬
。
こ

の
う
ち

打
毬

に
晁
説
之
の
詩
が
見
え
る
。

〔
宋
賢
〕
打だ

毬き
ゅ
う　

　
　

晁マ

マ
景

闔
千
門
万
戸
開　
　

し
ょ
う

闔こ
う　

千せ
ん

門も
ん　

万ば
ん

戸こ　

開
き

三
郎
沈
酔
打
球
回　
　

三
郎　

沈
酔
し　

球
を
打
ち
て
回か

え

る

九
齢
已
老
韓
休
死　
　

九き
ゅ
う

齢れ
い　

已
に
老
い　

韓か
ん

休き
ゅ
う　

死
す

無
復
明
朝
諫
疏
来　
　

復ま

た
明み
ょ
う

朝ち
ょ
う　

諫か
ん

疏そ

の
来
た
る
こ
と
無
か
ら
ん
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【
詩
題
】
注
解

打
毬
図
。
全
宋
詩

題
明
王
打
毬
図
。

【
作
者
】
晁ち
ょ
う

説え
つ

之し

、
字
は
以い

道ど
う

、
一
に
伯は
く

以い

。
北
宋
の
詩
人
。
注
解

無
咎
。

【
詩
句
】
第
二
句

球
、
注
解

全
宋
詩

毬
。
第
三
句

老
、

全
宋
詩

去
。

【
大
意
】
唐
の
玄
宗
が
け
ま
り
に
興
じ
る
姿
を
、
風
刺
を
込
め
て
う
た

う
。
宮
城
の
門
と
い
う
門
は
開
け
放
た
れ
、
皇
帝
の
三
郎
（
玄
宗
）
は
酒

に
酔
い
し
れ
、
け
ま
り
に
興
じ
て
帰
っ
て
来
る
。
口
う
る
さ
い
大
臣
た
ち

は
も
う
い
な
い
。
も
う
二
度
と
、
翌
朝
自
分
を
い
さ
め
る
書
状
が
届
く
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

　
　

各
種
の
鳥
や
動
物
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

鶯

燕

百
舌

子
規

雁

鵲

鴛
鴦

鷺

鶴

百
禽

馬

猫

鶏
。
こ
の
う
ち

鶯

に
劉
克
荘

の
詩
が
見
え
、
燕

に
劉
禹
錫
の
詩
が
見
え
る
。

〔
時
賢
〕
鶯　
　
　
　

劉
後
村

擲
柳
遷
喬
大
有
情　
　

柳
を
擲な

げ
う

ち　

喬
に
遷う

つ

り　

大
い
に
情
有
り

交
交
時
作
弄
機
声　
　

交
交
と
し
て　

時
に
作な

す　

機
を
弄
す
る
声

洛
陽
三
月
春
如
錦　
　

洛ら
く

陽よ
う　

三
月　

春　

錦
の
如
し

多
少
工
夫
織
得
成　
　

多
少
の
工
夫
に
て
織
り
成
す
を
得
た
る
や

【
詩
題
】
千
家
詩

全
宋
詩

鶯
梭
。

【
作
者
】
劉り
ゅ
う

克こ
く

荘そ
う

、
字
は
潜せ
ん

夫ぷ

、
号
は
後こ
う

村そ
ん

居
士
。
南
宋
後
期
の

江
湖

派

の
代
表
的
な
詩
人
。

【
詩
句
】
第
三
句

春
、
注
解

花
。

【
大
意
】
ウ
グ
イ
ス
を
機
織
り
の
梭ひ

に
見
立
て
て
う
た
う
。
ウ
グ
イ
ス
た

ち
は
枝
か
ら
枝
へ
と
飛
び
移
り
、
大
い
に
風
情
が
あ
る
。
互
い
に
鳴
き
か

わ
し
、
折
に
触
れ
て
は
梭ひ

を
操
る
よ
う
な
音
を
た
て
る
。
晩
春
三
月
の
洛

陽
の
町
は
、
ま
る
で
錦
の
よ
う
な
春
景
色
。
ウ
グ
イ
ス
た
ち
は
ど
れ
ほ
ど

の
手
間
ひ
ま
を
か
け
て
、
こ
の
風
景
を
織
り
な
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

〔
唐
賢
〕
燕　
　
　
　

劉
禹
錫

朱
雀
橋
辺
野
草
花　
　

朱す

雀ざ
く

橋き
ょ
う

辺へ
ん　

野
草　

花
さ
き

烏
衣
巷
口
夕
陽
斜　
　

烏う

衣い

巷こ
う

口こ
う　

夕
陽　

斜
め
な
り

旧
時
王
謝
堂
前
燕　
　

旧き
ゅ
う

時じ　

王お
う

謝し
ゃ　

堂ど
う

前ぜ
ん

の
燕

飛
入
尋
常
百
姓
家　
　

飛
び
て
入い

る　

尋
常
な
る
百ひ

ゃ
く

姓せ
い

の
家

【
詩
題
】
注
解

烏
衣
巷
。
全
唐
詩

金
陵
五
題

其
二

烏
衣

巷
。

【
作
者
】
劉
禹
錫
は
既
出
。
中
唐
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
大
意
】
古
都
を
訪
れ
て
昔
を
回
想
す
る
。
朱
雀
橋
の
あ
た
り
に
は
野
草

が
花
を
咲
か
せ
、
烏
衣
口
の
入
り
口
で
は
夕
陽
が
斜
め
に
差
し
て
い
る
。

そ
の
昔
、
六
朝
時
代
の
王
家
や
謝
家
の
屋
敷
の
前
に
巣
を
作
っ
て
い
た
ツ
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バ
メ
た
ち
は
、
今
で
は
ご
く
普
通
の
一
般
庶
民
の
家
に
飛
ん
で
入
っ
て
行

く
。

　

　
　

各
種
の
昆
虫
に
関
す
る
詩

　

こ
の
部
分
は

合
璧

に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　

（
合
璧

欠
）　

各
種
の
人
物
に
関
す
る
詩

　

（
合
璧

欠
）　

各
種
の
人
物
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

僧

術
士

農

漁
父

樵
夫

牧
童
。
こ
の

う
ち

牧
童

に
次
の
詩
が
見
え
る
。

〔
唐
賢
〕
牧
童　
　
　

鍾マ

マ
弱
翁

草
鋪
横
野
六
七
里　
　

草　

横お
う

野や

に
鋪し

く　

六
七
里

笛
弄
晩
風
三
両
声　
　

笛　

晩ば
ん

風ぷ
う

に
弄
も
て
あ
そぶ　

三
両
声

帰
来
飽
飯
黄
昏
後　
　

帰
り
来
た
り
て
飯
に
飽
く　

黄こ
う

昏こ
ん

の
後の
ち

不
脱
蓑
衣
臥
月
明　
　

蓑さ

衣い

を
脱
が
ず　

月げ
つ

明め
い

に
臥
す

【
詩
題
】
注
解

答
鍾
弱
翁
。
全
宋
詩

絶
句
。
全
唐
詩

牧

童
。

【
作
者
】
分
門

は
鍾し
ょ
う

弱じ
ゃ
く

翁お
う

と
す
る
が
、
本
来
は
牧ぼ
く

童ど
う

。
南
宋
・
胡こ

仔し

の
ち
ょ
う

渓け
い

漁ぎ
ょ

隠い
ん

叢そ
う

話わ

に
よ
れ
ば
、
呂り
ょ

巖が
ん

の
従
者
の
牧
童
が
北
宋
・
鍾

弱
翁
の
前
で
即
興
で
う
た
っ
た
詩
。
全
唐
詩

呂
巖
。

【
詩
句
】
第
二
句

両
、
注
解

全
宋
詩

全
唐
詩

四
。

【
大
意
】
牧
童
の
気
ま
ま
な
生
活
を
う
た
う
。
草
は
六
七
里
も
の
長
さ
に

わ
た
っ
て
野
に
生
え
、
笛
を
夕
方
の
風
の
中
で
二
声
三
声
と
気
ま
ま
に
吹

き
鳴
ら
す
。
日
が
暮
れ
た
後
、
家
に
帰
っ
て
来
て
腹
一
杯
晩
飯
を
食
べ
る

と
、
着
て
い
る
蓑
を
脱
ぎ
も
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
月
明
か
り
の
中
で
横
に
な

る
。

　

（
合
璧

欠
）　

各
種
の
人
物
に
関
す
る
詩

　

（
合
璧

欠
）　

茶
と
酒
に
関
す
る
詩

　

（
合
璧

欠
）　

人
間
の
営
為
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

睡

眺
望

離
別

思
憶
。
こ
の
う
ち

離
別

に
王
維
の
詩
が
見
え
る
。
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〔
唐
賢
〕
離
別　
　
　

王
維

渭
城
朝
雨
裛
軽
塵　
　

渭い

城じ
ょ
う

の
朝ち
ょ
う

雨う　

軽け
い

塵じ
ん

を
裛う
る
お

し

客
舎
青
青
柳
色
新　
　

客か
く

舎し
ゃ　

青せ
い

青せ
い

と
し
て　

柳り
ゅ
う

色し
ょ
く　

新
た
な
り

勧
君
更
進
一
杯
酒　
　

君
に
勧
む　

更
に
進
め
よ　

一
杯
の
酒

西
出
陽
関
無
故
人　
　

西
の
か
た
陽よ
う

関か
ん

を
出い

ず
れ
ば　

故こ

人じ
ん

無
か
ら
ん

【
詩
題
】
注
解

送
使
安
西
。
全
唐
詩

渭
城
曲
（
一
に

送
元

二
使
安
西
）。

【
作
者
】
王
維
、
字
は
摩ま

詰き
つ

。
盛
唐
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
詩
句
】
第
一
句

裛
、
注
解

全
唐
詩

浥
。
第
二
句

柳
色

新
、
全
唐
詩

楊
柳
春
。
第
三
句

進
、
注
解

全
唐
詩

尽
。

【
大
意
】
西
域
に
旅
立
つ
友
人
を
見
送
る
こ
と
を
う
た
う
。
渭
城
に
降
っ

た
朝
方
の
雨
は
軽
く
舞
う
塵
ほ
こ
り
を
し
っ
と
り
と
う
る
お
し
、
宿
泊
し

た
旅
館
の
前
に
は
、
ヤ
ナ
ギ
が
青
々
と
茂
り
、
新
鮮
に
見
え
る
。
君
に
勧

め
よ
う
、
さ
あ
、
も
う
一
杯
酒
を
飲
み
た
ま
え
。
西
に
向
か
い
旅
を
し
て

陽
関
を
出
て
し
ま
え
ば
、
も
う
昔
な
じ
み
も
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

　

　
（
合
璧

欠
）

　

巻
二
十
五
の
後
に
保
存
さ
れ
て
い
る
断
片
。
分
類
名
不
明
。

　

　
　

仕
官
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

朝
見

禁
直

下
直

従
駕

赴
任

官
舎

満
替
。
こ
の
う
ち

禁
直

に
白
居
易
、
王
安
石
、
周
必
大
、
洪
咨

の
詩
が
見
え
る
。

〔
唐
賢
〕
直
中
書
省　
　

中
書
省
に
直
す　
　

白
楽
天

糸
綸
閣
下
文
書
静　
　

糸し

綸り
ん

閣か
く

下か　

文
書　

静
か
に

鐘
鼓
楼
中
刻
漏
長　
　

鐘し
ょ
う

鼓こ

楼ろ
う

中ち
ゅ
う　

刻こ
く

漏ろ
う　

長
し

独
坐
黄
昏
誰
是
伴　
　

独ひ
と

り
黄こ
う

昏こ
ん

に
坐
す
れ
ば　

誰
か
是
れ
伴
な
る

紫
薇
花
対
紫
薇
郎　
　

紫し

薇び

の
花
は
対
す　

紫
薇
の
郎

【
詩
題
】
注
解

直
中
書
省
。
全
唐
詩

紫
薇
花
。

【
作
者
】
白は

く

居き
ょ

易い

、
字
は
楽ら

く

天て
ん

、
号
は
香こ

う

山ざ
ん

居
士
。
中
唐
の
代
表
的
な
詩

人
。
注
解

白
居
易
。

【
詩
句
】
第
一
句

書
、
注
解

章
。

【
大
意
】
宮
中
で
の
宿
直
を
う
た
う
。
糸
綸
閣
の
下
で
静
か
に
文
書
を
調

べ
て
い
る
。
鐘
鼓
楼
の
中
か
ら
は
、
漏
刻
の
音
が
い
つ
ま
で
も
聞
こ
え
て

い
る
。
夕
暮
れ
に
一
人
す
わ
っ
て
い
る
私
の
伴
侶
は
誰
か
と
言
え
ば
、
サ

ル
ス
ベ
リ
の
花
（
紫
薇
花
）
が
中
書
郎
（
紫
薇
郎
）
の
私
に
向
き
あ
っ
て
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い
る
。

〔
宋
賢
〕
夜
直　
　
　

天マ
マ

介
甫
（
合
璧

同
上
）

金
炉
香
燼
漏
声
残　
　

金
炉　

香　

燼つ

き　

漏
声　

残そ
こ

な
わ
る

剪
剪
軽
風
陣
陣
寒　
　

剪
剪
た
る
軽
風　

陣
陣
に
寒
し

春
色
悩
人
眠
不
得　
　

春
色　

人
を
悩
ま
し
て
眠
り
得
ず

月
移
花
影
上
欄
干　
　

月　

花
影
を
移
し
て　

欄
干
に
上
ら
し
む

【
詩
題
】
注
解

春
夜
。
全
宋
詩

夜
直
。

【
作
者
】
分
門

は

天
介
甫

と
す
る
が
、
天

は

王

の
誤

り
。
王お

う

安あ
ん

石せ
き

、
字
は
介か
い

甫ほ

、
号
は
半は
ん

山ざ
ん

。
北
宋
の
代
表
的
な
詩
人
。

【
詩
句
】
第
一
句

燼
、
注
解

全
宋
詩

尽
。
第
四
句

干
、

注
解

杆
。

【
大
意
】
宮
中
で
の
春
の
宿
直
の
情
景
を
う
た
う
。
黄
金
色
の
香
炉
の
香

は
燃
え
尽
き
、
漏
刻
の
音
も
途
絶
え
が
ち
。
そ
よ
そ
よ
と
吹
く
風
の
一
吹

き
ご
と
に
、
肌
寒
さ
を
感
じ
る
。
春
の
気
配
は
人
を
悩
ま
し
い
思
い
に
さ

せ
、
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
時
は
過
ぎ
、
月
は
花
の
影
を
欄
干
の
上
に

ま
で
の
ぼ
ら
せ
た
。

（〔
時
賢
〕） 

入
直
召
対
選
徳
殿
賜
茶
而
退　
　

入に
ゅ
う

直ち
ょ
く

し
選せ
ん

徳と
く

殿で
ん

に
て
召
し
ょ
う

対た
い

し
茶
を
賜
り
て
退
く　
　

周
益
公

緑
槐
夾
道
集
昏
鴉　
　

緑り
ょ
く

槐か
い　

道
を
夾は

さ

み　

昏こ
ん

鴉あ

を
集
む

勅
使
伝
宣
坐
賜
茶　
　

勅ち
ょ
く

使し　

宣
を
伝
え　

坐
し
て
茶
を
賜
る

帰
到
玉
堂
清
不
寐　
　

帰
り
て
玉ぎ
ょ
く

堂ど
う

に
到い
た

れ
ば　

清
く
し
て
寐い

ね
ず

月
鈎
初
上
紫
薇
花　
　

月げ
っ

鈎こ
う　

初
め
て
上の

ぼ

る　

紫し

薇び

の
花

【
詩
題
】
注
解

入
直
。
全
宋
詩

は

分
門

に
同
じ
。

【
作
者
】
周し

ゅ
う

必ひ
つ

大だ
い

、
字
は
子し

充じ
ゅ
う

、
号
は
省せ

い

斎さ
い

居
士
。
益え

き

国こ
く

公こ
う

に
封
じ
ら

れ
た
の
で
周し

ゅ
う

益え
き

公こ
う

と
呼
ば
れ
る
。
南
宋
の
代
表
的
な
文
人
。

【
詩
句
】
第
二
句

伝
、
全
宋
詩

催
。

【
大
意
】
宮
中
で
宿
直
し
、
皇
帝
か
ら
茶
を
賜
っ
た
時
の
感
慨
を
う
た

う
。
緑
の
エ
ン
ジ
ュ
が
道
の
両
側
に
生
え
、
夕
暮
れ
の
カ
ラ
ス
が
集
ま
っ

て
い
る
。
皇
帝
の
使
者
が
や
っ
て
来
て
呼
び
出
し
を
受
け
、
着
席
の
ま
ま

で
御
茶
を
い
た
だ
い
た
。
翰
林
院
に
帰
っ
て
来
れ
ば
、
す
が
す
が
し
い
気

持
ち
に
な
っ
て
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
鈎
の
よ
う
な
三
日
月
が
、
よ
う

や
く
サ
ル
ス
ベ
リ
の
花
の
上
に
出
た
ば
か
り
の
頃
。

〔
時
賢
〕
六
月
十
六
日
宣
鎖　
　

洪
平
斎

　

既
出
の
洪
舜
兪
（
洪
咨

）
宮
詞

と
同
じ
詩
（
重
複
）。
た
だ
し
第

一
句

鎖

を

鑰

と
す
る
。

　

　
　

献
上
に
関
す
る
詩
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訪
問
に
関
す
る
詩

　

主
な
細
目
は

謁
見
不
遇

訪
僧
道
不
遇

謝
見
訪
。
こ
の
う
ち

謁
見
不
遇

に
葉
紹
翁
の
詩
が
見
え
る
。

〔
時
賢
〕
遊
園
不
値　
　

園
に
遊
ぶ
も
値あ

わ
ず　
　

葉
靖
逸

応
嫌
屐
歯
印
蒼
苔　
　

応ま
さ

に
嫌
う
べ
し　

屐げ
き

歯し

の
蒼そ

う

苔た
い

に
印い

ん

す
る
を

十
扣
柴
門
九
不
開　
　

十
た
び
柴さ

い

門も
ん

を
扣た

た

く
も　

九
た
び
は
開
か
ず

春
色
満
園
開
不
住　
　

春
色　

園
に
満
ち　

開
き
住
せ
ず

一
枝
紅
杏
出
墻
来　
　

一い
っ

枝し

の
紅こ
う

杏き
ょ
う　

墻か
き

を
出い

で
て
来
た
る

【
詩
題
】
注
解

遊
小
園
不
値
。
全
宋
詩

遊
園
不
値
。

【
作
者
】
葉し
ょ
う

紹し
ょ
う

翁お
う

、
字
は
嗣し

宗そ
う

、
号
は
靖せ
い

逸い
つ

。
南
宋
後
期
の

江
湖

派

の
詩
人
。
注
解

葉
適
。

【
詩
句
】
第
二
句

門
、
注
解

扉
。
第
三
句

開
、
注
解

全

宋
詩

関
。

【
大
意
】
友
人
の
庭
園
を
訪
ね
た
が
、
中
に
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
時

の
状
況
を
う
た
う
。
き
っ
と
青
い
コ
ケ
の
上
に
ゲ
タ
の
歯
の
跡
が
つ
く
の

を
い
や
が
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
何
度
も
戸
を
た
た
い
て
も
、
な
か
な

か
開
け
て
も
ら
え
な
い
。
だ
が
春
の
風
情
は
庭
い
っ
ぱ
い
に
満
ち
あ
ふ

れ
、
閉
じ
込
め
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
本
の
ア
ン
ズ
の
枝
が
、
垣

根
を
越
え
て
外
に
の
び
て
い
る
。

　

以
下
の
諸
巻
に
は

千
家
詩

の
詩
は
見
え
な
い
。

　

　
　

長
寿
を
こ
と
ほ
ぐ
詩

　

　
　

長
寿
を
こ
と
ほ
ぐ
詩

　

　
　

祝
賀
の
詩

　

　
　

人
に
物
を
求
め
る
詩

　

　
　

人
に
物
を
贈
る
詩

　

　
　

人
か
ら
物
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
詩

　

　
　

人
か
ら
物
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
詩

　

以
上
、
分
門

に
収
録
さ
れ
て
い
る

千
家
詩

七
言
絶
句
を
一
通

り
確
認
し
た
。
の
べ
五
十
首
、
重
複
を
除
け
ば
四
十
八
首
が
、
千
家

詩

と
重
複
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
千
家
詩

の
七
言
絶
句
九
十
四

首
の
約
半
数
に
相
当
す
る
。
中
に
は
今
さ
ら
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
名
作

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
日
本
で
は
い
ま
だ
に
ほ
と
ん
ど
一
般
に
紹
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介
さ
れ
て
い
な
い
詩
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
作
品
を
と
も
か
く
も

紹
介
で
き
た
だ
け
で
も
、
一
定
の
成
果
と
考
え
た
い
。
具
体
的
に
は
、
楊

朴
、
王
令
、
晁
説
之
、
朱
淑
真
、
周
必
大
、
曹
豳
、
洪
咨

、
徐
元
杰
と

い
っ
た
、
比
較
的
マ
イ
ナ
ー
な
宋
代
詩
人
た
ち
の
作
品
で
あ
る
。
ま
た
有

名
詩
人
で
も
、
蘇
軾
の

侍
宴
御
楼

は
あ
ま
り
紹
介
の
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
詩
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
次
に
こ
れ
ら
四
十
八
首
を
分
類
別
に
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
前
集
巻
一
か
ら
巻
二
十
ま
で
の
第
一
部
分
。
巻
一
が
六
首
、
巻

二
が
八
首
（
以
上

時
令
門
）。
巻
三
が
四
首
、
巻
四
が
一
首
（
以
上

節
候
門
）。
巻
五
が
一
首
（
気
候
門
）、
巻
六
が
二
首
（
昼
夜
門
）。

巻
七
が
四
首
、
巻
八
が
二
首
、
巻
十
が
一
首
（
以
上

百
花
門
）。
巻
一

二
が
一
首
（
天
文
門
）、
巻
十
四
が
二
首
、
巻
十
五
が
五
首
（
以
上

地
理
門
）。
巻
十
六
が
三
首
（
宮
室
門
）。
巻
十
八
が
一
首
（
音
楽

門
）。
巻
十
九
が
二
首
（
禽
獣
門
）。
以
上
、
合
計
四
十
三
首
。

　

次
に
、
前
集
巻
二
十
一
か
ら
巻
二
十
五
お
よ
び
残
頁
の
第
二
部
分
。
巻

二
十
二
が
一
首
（
人
品
門
）、
巻
二
十
五
が
一
首
（
性
適
門
）。
以
上
、

合
計
二
首
。

　

最
後
に
、
後
集
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
の
第
三
部
分
。
後
集
巻
一
が
四
首

（
仕
宦
門
）、
巻
三
が
一
首
（
門
名
未
詳
）。
以
上
、
合
計
五
首
。

　

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
部
分
に
見
え
る
詩
が
の
べ
五
十
首

の
う
ち
四
十
三
首
と
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
中
で
も
、
巻
一
・
巻
二
の

時
令
門
、
巻
三
・
巻
四
の

節
候
門
、
巻
七
・
巻
八
・
巻
十
の

百

花
門

の
多
さ
が
際
だ
っ
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
で
も
二
十
六
首
と
、
第
一

部
分
の
過
半
を
占
め（
）る。

千
家
詩

七
言
絶
句
の
約
半
数
は
春
の
詩
で

あ
り
、
中
で
も
春
の
終
わ
り
の
詩
が
多
い
。
そ
の
多
く
は

分
門

と
共

通
し
て
い
る
。
通
説
の
通
り

分
門

が

千
家
詩

の
源
流
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
分
門

の
中
で
も
特
に
巻
一
か
ら
巻
二
十
ま
で
の
部
分
が
、

千
家
詩

七
言
絶
句
の
主
な
来
源
と
考
え
ら
れ
る
。

　

の
み
な
ら
ず
、
千
家
詩
（
少
な
く
と
も

注
解
）
は
詩
題
お
よ
び

詩
句
の
表
記
、
作
者
の
間
違
い
な
ど
も

分
門

を
踏
襲
し
て
い
る
場
合

が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
物
語
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
杜
牧
の

清

明

で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
は
名
作
と
さ
れ
な
が
ら
も
杜
牧
自
身
の
詩
集
や

全
唐
詩

に
見
え
ず
、
ま
た
押
韻
に
唐
代
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
杜
牧
の
詩
で
は
な
い
可
能
性
を
否
定
で
き
な（
）いの

で
あ
る
が
、
そ
の
初
出
で
あ
る

分
門

を

千
家
詩

は
そ
っ
く
り
そ

の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
他
に
も
、
分
門

と

注
解

の
間
に
は
以

下
の
よ
う
な
共
通
点
が
指
摘
で
き
る
。

一
、
杜
牧

江
南
春

の
冒
頭
を

千
里

で
は
な
く

十
里

と
す

る
。

一
、
楊
万
里
の
西
湖
の
詩
を
、
蘇
軾
の
作
と
す
る
。

一
、
黄
庭
堅
の
鄂
州
南
楼
の
詩
を
、
王
安
石
の
作
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て

分
門

と

千
家
詩
（
少
な
く
と
も

注

解
）
は
一
致
し
て
お
り
、
分
門

が

千
家
詩

の
源
流
で
あ
る
と
す

る
通
説
は
、
十
分
説
得
力
を
持
つ
。
何
よ
り
ま
ず
唐
詩
と
宋
詩
が
混
在
し
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て
い
る
点
、
そ
れ
に
作
者
の
間
違
い
や
詩
句
の
特
徴
な
ど
を
そ
の
ま
ま
踏

襲
し
て
い
る
点
で
は
、
分
門

は
紛
れ
も
な
く

千
家
詩

の
源
流
と

言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
そ
の
反
面
、
千
家
詩

が

分
門

を
忠
実
に
継
承
し
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
側
面
も
存
在
す
る
。
次
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
分
門

に
確
認
で
き
る

千
家
詩

七
言
絶
句
は
約
半
数
に

と
ど
ま
る
こ
と
。
も
し

分
門

が
正
真
正
銘

千
家
詩

の
母
体
で
あ

る
と
言
う
な
ら
ば
、
千
家
詩

の
詩
の
す
べ
て
、
も
し
く
は
ほ
ぼ
す
べ

て
が
そ
こ
に
確
認
で
き
て
も
い
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
約
半
数
に
と
ど

ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
千
家
詩

の
す
べ
て
が

分
門

に
由
来
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
分
門

は
今
日
完
全
な
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
そ
の
残
欠
の
部
分
に

千
家
詩

の
他
の
詩
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
存
す
る
部
分
と
失
わ
れ
た
部
分
の
比

率
や
、
前
述
の
よ
う
に

分
門

千
家
詩

に
共
通
す
る
作
品
が
圧
倒

的
に
第
一
部
分
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
残
り
四
十
六

首
の
す
べ
て
が
残
欠
の
部
分
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
、
決
し
て
高
く

な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
分
門

の
四
十
八
首
を
一
応
の
基
礎

と
し
つ
つ
も
、
残
り
の
四
十
六
首
に
は
ま
た
別
の
来
源
が
あ
る
と
考
え
る

方
が
妥
当
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た

分
門

に
由
来
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
作
品
に
つ
い
て
も
、

千
家
詩

の
場
合
は

分
門

の
よ
う
な
分
類
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

す
べ
て
の
詩
が
一
く
く
り
に
雑
然
と
配
列
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
は

千
家
詩

が

分
門

を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
加

え
て
、
分
門

と

注
解

の
間
に
も
し
ば
し
ば
文
字
の
異
同
が
あ

り
、
両
者
の
表
記
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
分
門

が
単
純
に

千
家
詩

の
母
体
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
分
門

が

千
家
詩

の
源
流
で
あ
る
と
い
う

見
方
は
、
半
ば
正
し
く
、
半
ば
正
し
く
な
い
。
よ
り
厳
密
に
は
、
源
流
ま

た
は
来
源
の
一
つ
、
と
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
千
家

詩

の
詩
の
す
べ
て
が

分
門

に
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

は
、
認
識
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
次
の
段
階
と
し
て
、
計
画
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
千
家
詩

七
言
絶
句
九
十
四
首
の
う
ち

分
門

に

収
録
さ
れ
て
い
な
い
残
り
の
四
十
六
首
の
来
源
を
探
求
す
る
こ
と
で
あ

る
。
手
始
め
に
、
分
門

と
ほ
ぼ
同
じ
か
や
や
後
に
出
版
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る

唐と
う

宋そ
う

千せ
ん

家か

聯れ
ん

珠じ
ゅ

詩し

格か
く

に
つ
い
て
今
回
と
同
様
の
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
結
論
を
先
に
言
う
と
、
同
書
に
は

重
複
を
除
い
て
四
十
四
首
の

千
家
詩

七
言
絶
句
が
確
認
で
き
、
そ
の

う
ち
二
十
二
首
は

分
門

と
重
複
し
て
い
る
が
、
残
り
の
二
十
二
首
は

分
門

に
は
見
え
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格

は
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あ
る
い
は

千
家
詩

七
言
絶
句
の
も
う
一
つ
の
源
流
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。

　

た
だ
し
、
同
書
に
収
録
さ
れ
た
作
品
を
あ
わ
せ
て
も
合
計
七
十
首
で
あ

り
、
残
り
の
二
十
四
首
は
ど
ち
ら
の
書
物
に
も
見
え
な
い
詩
で
あ
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
更
に
別
の
来
源
が
あ
る
可
能
性
を
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
可
能
性
と
し
て
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
や
は
り
宋
末
元
初
の
頃
に
出
た

詩し

林り
ん

広こ
う

記き

や

三さ
ん

体た
い

詩し

な
ど
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
が
ま
と
ま
る
に
は
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る

が
、
ひ
と
ま
ず
宿
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（

）  

合
璧

前
言

参
照
。

（

）  

念
の
た
め
、
各
種
の
テ
キ
ス
ト
が
編
ま
れ

多
く
の
注
釈
書
が
存

在

し
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
も
中
国
で
の
話
で
あ
っ
て
、
日
本
で
の
話

で
は
な
い
。
そ
の
辺
の
事
情
は
、
す
で
に
拙
稿

千
家
詩

所
収
作
品

の
日
本
に
お
け
る
紹
介
状
況
│
七
言
の
作
品
を
中
心
に
│
（
愛
知
大
学

語
学
教
育
研
究
室

言
語
と
文
化

第
四
十
三
号
、
二
〇
二
〇
）
で
説
明

し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）  

合
璧

前
言

に
よ
れ
ば
、
分
門

に
は
大
き
く
分
け
て
二
十
二

巻
本
と
三
十
巻
本
の
二
つ
の
系
統
が
あ
る
が
、
分
門

の
版
本
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
煩
瑣
に
な
る
の
で
本
稿
で
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。
本
稿

で
は
、
校
證

に
収
録
さ
れ
て
い
る
全
体
を

分
門

と
し
て
扱
い
、

考
察
の
対
象
と
す
る
。

（

）  

校
證

点
校
説
明

参
照
。

（

）  

銭
鍾
書

宋
詩
紀
事
補
正
（
遼
寧
人
民
出
版
社
、
遼
海
出
版
社
、
二

〇
〇
三
）
に
よ
れ
ば
、
梅
坡

は

宋
詩
紀
事

巻
六
十
六
に
収
録
さ

れ
て
い
る
南
宋
・
盧ろ

鉞え
つ

、
字
は
威い

仲ち
ゅ
う

の
号
で
は
な
い
か
、
と
の
こ
と
。

同
書
第
十
冊
四
八
一
四
頁
参
照
。

（

）  

つ
い
で
に
、
第
一
部
分
を
前
半
（
巻
一
〜
巻
十
）
と
後
半
（
巻
十
一
〜

巻
二
十
）
に
分
け
た
場
合
、
前
半
が
二
十
九
首
、
後
半
が
十
四
首
で
あ

り
、
前
半
が
多
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（

）  

松
浦
友
久

校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
）
参

照
。

お
わ
び
と
訂
正

　

以
前

言
語
と
文
化

第
四
十
三
号
（
二
〇
二
〇
）
に
発
表
い
た
し
ま
し
た

拙
稿

千
家
詩

所
収
作
品
の
日
本
に
お
け
る
紹
介
状
況
│
七
言
の
作
品
を

中
心
に
│

に
お
き
ま
し
て
、
石
川
忠
久
先
生
の
御
著
書
の
書
名
を

漢
詩
鑑

賞
事0

典

と
す
べ
き
所
、
誤
っ
て

漢
詩
鑑
賞
辞
典

と
し
、
略
称
も

鑑
賞

辞
典

と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お
わ
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。


